
みんなとつながる。こうほうごじょう。
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施政方針施政方針施政方針 施政方針

地方創生

元気な
まちづくり

平成 30年度

施 
政 

方 

針
　

平
成
30 
年
３
月
五
條
市
議
会
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、

太
田
市
長
が
今
年
度
の
五
條
市
を
ど
の
よ
う
に
運
営
す
る

か
を
示
す
「
施
政
方
針
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　私は本年を「継」の年としました。「継続」「継承」の「継」

です。五條市を作った先人に感謝し、次の世代に継承

していかなければなりません。重要な課題に優先順位

を付け、メリハリのある取組が必要です。　

「誠実」に「正直」に 50年先を見据え、「住んでよかっ

た元気な五條市」の実現に全力で取り組みます。

けい

地
域
を
元
気
に

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　

産
・
官
・
学
・
民
の
連
携
で
市

内
の
地
域
資
源
を
元
に
新
し
い
形

の
「
産
業
連
携
組
織
」
を
設
立
し
、

五
條
市
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
と

も
に
「
稼
げ
る
地
域
」
を
目
指
し

た
取
組
を
進
め
ま
す
。

通
院
・
通
学
・
買
い
物
に

　

地
域
公
共
交
通
の
取
組

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
南
奈
良
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
通
院
ラ
イ
ン
は
、

市
民
の
移
動
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て

新
年
度
中
に
実
証
運
行
を
行
い
、

利
用
実
績
を
確
認
し
な
が
ら
運
行

の
継
続
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

防
災
・
減
災
へ

　

防
災
行
政
無
線
の
整
備

　

地
域
防
災
計
画
を
、
災
害
時
に

有
用
か
つ
実
効
性
の
あ
る
計
画
に

改
訂
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
５
月
か
ら
市
内
全
域
に
防
災
行

政
無
線
を
整
備
し
ま
し
た
が
、
従

前
か
ら
ア
ナ
ロ
グ
方
式
で
運
用
さ

れ
て
い
た
大
塔
地
区
で
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で

　

生
活
安
全
・
交
通
安
全
対
策

　

交
通
事
故
抑
止
と
、
動
く
防
犯

カ
メ
ラ
と
し
て
の
犯
罪
抑
止
効
果

を
目
的
に
、
平
成
27
年
か
ら
５
か

年
計
画
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
導
入
促
進
事

業
補
助
金
」
を
引
き
続
き
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊

　

駐
屯
地
誘
致
の
取
組

　

平
成
30
年
度
の
政
府
予
算
案
に
、

自
衛
隊
展
開
基
盤
に
関
す
る
経
費

が
前
年
度
同
様
に
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
面
は
、
県
広
域
防
災
拠

点
お
よ
び
県
消
防
学
校
の
候
補
地

で
あ
る
プ
レ
デ
ィ
ア
ゴ
ル
フ
場
地

区
の
地
籍
調
査
を
進
め
つ
つ
、
県

施
設
並
び
に
将
来
の
陸
上
自
衛
隊

駐
屯
地
用
地
の
確
保
に
向
け
、
地

元
の
理
解
を
得
つ
つ
駐
屯
地
の
誘

致
実
現
を
図
る
た
め
に
業
務
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

各
種
災
害
に
備
え
た

　

消
防
団
の
強
化

　

消
防
団
員
が
中
核
と
な
り
、
地

域
の
防
災
訓
練
等
に
積
極
的
に
関

わ
る
こ
と
で
、
住
民
の
防
災
・
減

災
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
団

員
の
知
識
・
経
験
の
習
得
を
促
進

し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
充
実

強
化
を
図
り
ま
す
。

２施政方針



施政方針施政方針施政方針施政方針
県
域
の
運
営
に
変
わ
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険

　

国
の
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
30

年
度
か
ら
県
域
で
の
運
営
に
変
わ

り
ま
す
。「
同
じ
所
得
・
世
帯
構

成
で
あ
れ
ば
、
県
内
の
ど
こ
に
住

ん
で
も
保
険
料
水
準
が
同
じ
に
な

る
」
こ
と
を
目
指
し
、
加
入
者
負

担
の
公
平
化
に
つ
な
げ
ま
す
。
保

険
財
政
運
営
の
し
く
み
は
変
わ
り

ま
す
が
、
保
険
税
負
担
が
一
度
に

過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、

計
画
的
に
保
険
税
率
の
改
定
を
進

め
ま
す
。

男
で
○
、
女
で
○

　

共
同
参
画
で
◎

　
　
　

男
女
共
同
参
画
社
会

　

平
成
15
年
度
に
作
成
さ
れ
た

「
五
條
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

を
見
直
し
、「
女
性
の
職
業
生
活

に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
を
踏
ま
え
た
「
第
２
次
五

條
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策

定
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

あ
な
た
の
「
働
き
た
い
」
に

　

必
要
な
支
援
で
応
援
し
ま
す

　

す
ぐ
に
一
般
就
労
へ
の
移
行
が

困
難
な
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
就

労
準
備
支
援
事
業
を
奈
良
県
内
自

治
体
の
広
域
事
業
と
し
て
取
り
組

み
ま
す
。
生
活
習
慣
形
成
の
た
め

の
指
導
・
訓
練
、
必
要
な
社
会
的

能
力
の
修
得
、
事
業
所
で
の
就
労

体
験
の
場
の
提
供
、
就
職
活
動
に

向
け
た
技
法
や
知
識
の
習
得
な
ど

を
支
援
し
ま
す
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

　

自
分
ら
し
く
暮
ら
し

　
　

続
け
ら
れ
る
よ
う
に

　

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度

ま
で
の
「
五
條
市
老
人
保
健
福
祉

計
画
及
び
第
７
期
五
條
市
介
護
保

険
事
業
計
画
」
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

構
築
の
た
め
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
の
初
期
の
支
援
を

包
括
的
、
集
中
的
に
行
い
、
自
立

生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
に
よ

る
支
援
や
「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」

な
ど
の
周
知
・
啓
発
を
図
り
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

空
き
家
の
除
却
・
活
用

　

空
き
家
対
策
を
進
め
ま
す

　
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
、
空

家
等
の
対
策
の
方
向
性
を
示
し
た

「
五
條
市
空
家
等
対
策
計
画
」
を

現
在
策
定
中
で
す
。

ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル

　

み
ど
り
園
の
事
業

　

ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
を

徹
底
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
蛍
光

灯
及
び
乾
電
池
の
別
回
収
を
開
始

し
ま
す
。
ご
み
の
中
継
施
設
に
つ

い
て
は
実
施
設
計
が
完
了
し
、
平

成
30
年
度
末
完
成
に
向
け
事
務
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
焼

却
施
設
等
の
解
体
に
つ
い
て
も
平

成
31
年
９
月
末
完
了
に
向
け
進
め

て
い
ま
す
。

台
風
21
号
の
被
害
か
ら

　

農
林
業
の
復
興
と
振
興

　

昨
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風
21

号
で
は
、
農
地
・
農
業
用
施
設
及

び
林
道
・
治
山
に
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
激
甚
災
害
の
指

定
を
受
け
、
災
害
査
定
が
終
わ
り
、

除
々
に
復
旧
工
事
に
着
手
し
始
め

て
い
ま
す
が
、
早
期
復
旧
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
内
へ
の
企
業
誘
致
と

　

就
職
支
援
・
雇
用
促
進

　
「
南
大
和
テ
ク
ノ
タ
ウ
ン
」
で

昨
年
12
月
に
一
社
が
操
業
を
開
始

し
、
本
年
１
月
に
は
も
う
一
社
の

工
場
が
竣
工
、
操
業
開
始
し
ま
す
。

　

企
業
の
人
材
確
保
並
び
に
市
内

求
職
者
に
対
す
る
就
職
支
援
の
た

め
積
極
的
に
情
報
の
発
信
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
市
内
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
新
規
創
業
者

へ
の
資
金
融
資
に
対
す
る
利
子
補

給
を
助
成
す
る
な
ど
、
新
た
に
事

業
を
始
め
る
人
へ
の
支
援
に
取
り

組
み
ま
す
。

明
治
１
５
０
年
を
契
機
に

　

自
然
・
歴
史
を
発
信

　

平
成
30
年
度
は
明
治
維
新
１
５

０
年
で
あ
る
た
め
、
維
新
の
魁
と

な
っ
た
天
誅
組
を
P
R
し
、
由
緒

あ
る
歴
史
的
遺
産
、
そ
れ
を
取
り

巻
く
豊
か
な
自
然
等
、
市
内
の
魅

力
を
県
内
外
の
多
く
の
人
に
伝
え
、

誘
客
促
進
に
繋
げ
ま
す
。

ま
る

ま
る

に
じ
ゅ
う
ま
る

３ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１
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耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

　

地
震
に
強
い
住
宅
へ
の
支
援

　

既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
事
業
は
、
市
民
の
生
命
・

生
活
基
盤
を
守
る
重
要
な
事
業
で

あ
り
、
近
い
将
来
、
県
内
に
被
害

を
も
た
ら
す
地
震
が
高
い
確
率
で

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
命
を
守

る
防
災
対
策
の
一
つ
と
し
て
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。

新
庁
舎
整
備
の

　

準
備
作
業
を
進
め
て
い
ま
す

　

奈
良
県
と
事
業
用
地
の
売
買
契

約
が
完
了
し
、
所
有
権
移
転
登
記

が
完
了
し
ま
し
た
。
現
在
、
実
施

設
計
に
向
け
て
の
準
備
と
、
造
成

工
事
の
入
札
手
続
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

住
ん
で
よ
か
っ
た
元
気
な
五
條
市

　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

奈
良
県
と
ま
ち
づ
く
り
連
携
協

定
を
締
結
し
、
五
條
中
心
市
街
地

地
区
の
、
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
方

針
や
、
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き

事
業
を
定
め
た
基
本
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
今
後
も
奈
良
県
と
連

携
し
な
が
ら
、
五
條
中
心
市
街
地

地
区
の
持
続
的
な
発
展
及
び
活
性

化
を
進
め
ま
す
。

市
民
の
憩
い
の
場

　

中
央
公
園
の
整
備
と
拡
充

　

施
設
拡
充
計
画
に
沿
っ
た
親
水

施
設
、
物
販
施
設
の
建
設
な
ど
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
公
園
整

備
を
進
め
ま
す
。

不
断
不
休
・
安
全
な
水
道

　

上
水
道
事
業
で
は
、
本
年
４
月

の
水
道
使
用
分
か
ら
水
道
料
金
を

値
上
げ
し
ま
し
た
。
安
定
水
利
権

を
取
得
し
、
老
朽
管
の
更
新
や
耐

震
化
対
策
、
簡
易
水
道
地
域
の
施

設
整
備
を
行
い
ま
す
。

来
た
れ
若
人
！

　

賀
名
生
分
校
の
魅
力
化

　

地
域
と
の
協
働
に
よ
り
後
継
者

を
育
て
る
学
校
、
ま
た
、
地
域
農

業
の
実
践
的
な
知
識
や
技
術
が
体

得
で
き
る
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ

る
学
校
と
し
て
全
国
募
集
を
行
い
、

新
た
な
教
育
シ
ス
テ
ム
を
開
始
し

ま
す
。

五
條
か
る
た
・
五
條
学

　

ふ
る
さ
と
五
條
を
知
る
取
組

　

教
員
の
授
業
力
向
上
に
ポ
イ
ン

ト
を
当
て
た
取
組
や
、『
五
條
か

る
た
』
や
『
五
條
学
』
な
ど
の
教

材
を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
学
習
を

一
層
推
進
し
、
ふ
る
さ
と
五
條
に

誇
り
を
持
つ
人
材
の
育
成
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

学
校
適
正
化
と

　

幼
保
一
元
化
の
推
進

　
「
五
條
市
学
校
適
正
化
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
学
校
統
合
協
議

会
を
設
置
し
、
計
画
を
具
現
化
す

る
と
と
も
に
「
五
條
市
立
認
定
こ

ど
も
園
整
備
基
本
計
画
」
に
基
づ

き
、
０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
子
ど

も
の
切
れ
目
の
な
い
育
ち
・
教
育

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

文
化
博
物
館
の

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

休
館
し
て
い
た
市
立
五
條
文
化

博
物
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
本
市
の

歴
史
や
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
学

べ
る
施
設
と
し
て
運
営
を
充
実
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

五條市

４施政方針・ごじょうフォトニュース
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五條市ホームページ

　太田市長が発表した施政
方針のすべての内容は、市
のホームページに掲載して
います。

2/23 智辯学園高校野球部第90回選抜高等学校
野球大会出場を報告しました

　３月 23 日に開幕した第 90 回選抜高等学校野球大
会に出場した智辯学園野球部の皆さんが五條市役所
を訪問し、太田市長らに報告を行いました。
　智辯学園高校は３年連続 12 回目の選抜大会出場、
また、春夏通算 30 回目の甲子園出場。

出場報告に訪れた智辯学園野球部の皆さんと、激励した太田市長ら

小
口
仁
太
郎
主
将
（
写
真
中
央
）、
小
坂
将

商
監
督
（
写
真
右
）
と
甲
子
園
ま
で
の
戦

い
ぶ
り
に
つ
い
て
話
す
太
田
市
長

西
吉
野
幼
稚
園
の
子
ど
も
達
に
よ
る
元
気

い
っ
ぱ
い
の
劇
「
も
も
た
ろ
う
」

2/17 第12回五條市
西吉野ふれあい文化祭

　西吉野コミュニティセンター（西吉野町八ツ川）で、
文化祭が開催されました。西吉野伝統芸能保存会と
西吉野中学校生による踊りや、西吉野幼稚園児の劇、
智辯学園和太鼓部「桔 」の演奏、舞踊やカラオケ
など多彩な発表や、作品展示や体験コーナーも大盛
況、模擬店も多くの人出がありにぎわいました。

2/18

　手塚彰学校長からは「五條に錦を飾れるように、最後
まで諦めず、粘り強く頑張ります」、小坂将商監督から
は「甲子園出場は市民の声援があってのこと、感謝して
います」とあいさつがありました。また、小口仁太郎主
将は「一試合一試合頑張ります」と決意を述べました。
　太田市長は「市民も戦いぶりに感動しています。甲子
園も厳しい練習の延長、緊張せずに練習の成果を発揮し、
頑張ってください」と激励しました。

大
会
終
了
後
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
で
笑
顔
を

見
せ
る
代
表
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

総合４位の大健闘
第13回市町村対抗子ども駅伝大会

　３月３日に橿原市・橿原運動公園で、県内 39 市町
村が参加して第 13 回市町村対抗子ども駅伝大会が開
催されました。１月に開催された第 33 回吉野川ジュ
ニア駅伝大会で上位入賞した選手・男女 12 人が、放
課後や休日などに厳しい練習を積んで参加し、総合４
位（市の部３位）の成績を収めました。

３/３

■大会の結果
▼駅伝総合　第４位
▼区間賞
２区　花坂 陽葵さん
８区　松本 紗弥さん
■代表選手
花坂 陽葵さん（牧野小５年）
松本 紗弥さん（北宇智小６年）
中西 桃香さん（阪合部小６年）

今西 愛海さん（牧野小６年）
外山 采茄さん（五條小５年）
中谷 仁子さん（五條小６年）
川嶋 望叶さん（阪合部小６年）
岩本 光功さん（野原小６年）
小川 大祐さん（牧野小５年）
大谷 健輔さん（五條小６年）
養田 創士さん（阪合部小６年）
土井 琉斗さん（牧野小５年）

区
間
賞
を
獲
得
し
た
２
区
・
花
坂
さ
ん
（
写

真
左
）
と
８
区
・
松
本
さ
ん
（
写
真
右
）

５ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１
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前
列
左
か
ら
梅
田
さ
ん
、
森
脇
さ
ん
、
中

山
さ
ん
、
後
列
は
堀
内
教
育
長
、
松
井
教

育
部
長
ほ
か
教
育
委
員
会
の
皆
さ
ん

2/26 模範となる児童・生徒を表彰五條市教育委員会善行表彰
　この表彰は皆の見本となる素晴らしい行いに対し、表彰する
ものです。今回、次の３人が表彰されました。

観
梅
に
訪
れ
た
観
光
客
も
多
く
立
ち
寄
り
、

地
元
の
出
展
者
と
交
流
し
ま
し
た
。

３/３ 手作り品の展示・販売賀名生皇居跡交流市
　観梅の時期に合わせ、３月３日から賀名生皇居跡堀
家住宅（国指定重要文化財）で手作り商品の展示・販
売を目的とした「交流市」が開催されました。来場者
は、伝統ある堀家住宅のたたずまいの中、数々の手作
り品のふれたり、地元の出展者との会話を楽しんだり
しながら交流を深めました。

上
野
公
園
を
元
気
い
っ
ぱ
い
で
ス
タ
ー
ト

３/４ 春の五條を楽しみながら歩くチャレンジウォーク2018
　五條市の早春を彩るイベント、今年で 32 回目とな
るチャレンジウォーク 2018 が開催されました。春を
思わせる暖かい日差しの下、上野公園をスタートした
参加者は、念仏寺や柿博物館、新町通りなどを通る約
17.8kmのコースを、思い思いのペースで楽しみなが
ら歩き、参加者 543 人中 514 人が完歩しました。

３/１
JA全国青年大会に初出場
吉田宜史さん、最優秀賞受賞

　市内で柿を中心に栽培している吉田宜史さん（JAなら
けん青壮年部所属）が、２月 26 日・27 日に東京都で開
催された第 64 回 JA 全国青年大会で、見事最優秀賞（日
本一）に輝きました。この大会で若手農業者が地域農業
振興などを題材に「青年の主張」を発表、五條市から県
大会・近畿大会を突破し、全国大会に出場は初めて。

　３月１日、関係者と共に最優秀賞獲得の報告のた
め市役所を訪れた吉田さんは、「1500 人の前で発表
するのは緊張したが、自信を持って発表できました。
支えてくれた仲間のおかげと感謝しています」と報
告しました。　太田市長は「自分の体験と自然な気持
ちから出た言葉なので良かったのだと思う。次世代
を担う吉田さんのような若者が、五條市の未来への
原動力になる」とお祝いの言葉を贈りました。

吉田さん（写真中央）ら若手農業者の皆さんと太田市長、平岡市議会議長

市
長
、
議
長
へ
最
優
秀
賞
獲
得
を
報
告
す

る
吉
田
さ
ん

梅田 優希さん 森脇 岬翼さん
中山 晴喜さん

（阿太小学校５年） （五條西中学校３年）
（五條西中学校３年）　1年間強風の日も雪の日も、

たとえ一人でも清掃活動を継続
し、模範的存在となって周囲の
児童に良い影響を与えました。

　早朝から校舎の周囲を自主的に清
掃し、この清掃活動が後輩生徒に受
け継がれて校風となりつつあります。

６ごじょうフォトニュース
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作中で使われた永瀬さんの写真を紹介する河瀨監督

移
動
図
書
館
車
・
や
ま
び
こ
号
の
前
で
、

写
真
左
か
ら
南
都
銀
行
・
増
田
支
店
長
、

堀
内
教
育
長
、
井
上
地
所
・
小
池
専
務

移動図書館車・やまびこ号に
南都銀行が図書を寄贈

　㈱南都銀行から市立図書館に 83 冊の図書を寄贈いただ
きました。これは㈱井上地所が私募債を発行したことを受
けた地域貢献の一環で、図書は小学校を巡回している移動
図書館車・やまびこ号に搭載され、子ども達の元に届く予
定です。堀内教育長は「読書を楽しみにする子ども達のた
め活用させていただきます」とお礼を述べました。

2/27 子ども達に夢を伝える出張授業元Jリーガー・朴康造さん、
車椅子陸上・花岡伸和さんが来校

　市内の４小学校に元 Jリーガーの朴康造さん、車椅子陸上
選手の花岡伸和さんが来校し、出張授業を行いました。これ
はアスリートの社会貢献活動として行われているもので、両
選手ともに自分の体験から「夢を持つこと」「夢に向けて努
力すること」「諦めないこと」などの大切さを伝えました。

2/22

2/24 映像で五條の魅力を発信五條市映像フェスタ2018
　市民会館で五條映像フェスタ 2018 が開催されました。
観光大使である河瀨直美監督の映画「光」（2017 年）の
上映会の後、主演俳優の永瀬正敏さんと河瀨監督のトー
クショーが行われました。映画のシーンを思い起こしな
がら語られる撮影裏話など、息のあった２人の軽妙なトー
クに、満員の会場は大いに盛り上がりました。 

一
度
落
選
し
て
も
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
諦

め
ず
挑
戦
し
た
経
験
を
話
す
花
岡
さ
ん

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
力
強
い

技
が
飛
び
出
し
ま
し
た
。 

2/25 寒さに負けない熱戦を展開第６回御勢杯柔道大会
　上野公園総合体育館（シダーアリーナ）で第 6回御
勢杯柔道大会が開催されました。県内外から８団体約
80 人が出場。低学年の部・高学年の部に別れ、男女
混合３人の団体戦で行われ、子ども達は日頃の練習の
成果を発揮し、熱戦を繰り広げました。また、試合後
には全員での合同練習が行われ、交流を深めました。

太
田
市
長
、
元
校
長
、
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど

関
係
者
の
手
で
記
念
碑
除
幕
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

2/28 歴史に幕、新たなスタート大塔小中学校閉校式
　平成 23 年９月の紀伊半島大水害で被害を受け、平
成 26 年度から休校していた大塔小中学校が、平成 29
年度で閉校することになりました。同校は平成 16 年
９月に従来の小学校と中学校を合同校舎化したことに
より誕生しました。今後は地域の活性化を目指し、施
設の有効利用を検討していきます。

2/26
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税
4/1
（日）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

が
納
付
で
き
ま
す
！

　

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い

る
納
付
書
で
指
定
期
限
内
の
も
の

で
あ
れ
ば
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
行
か
な
く
て

も
カ
メ
ラ
付
き
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
市
税
等
の
納
付
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

■
納
付
で
き
る
税
金
・
料
金

　

市
民
税
・
県
民
税
（
普
通
徴
収

分
）、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税
お
よ
び
水
道
料
金

■
必
要
な
も
の

　

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い

る
納
付
書
（
指
定
期
限
内
の
も

の
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信

が
可
能
で
、
バ
ー
コ
ー
ド
が
読

み
込
め
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

から

税
金
・

水
道
料
金

■
利
用
期
間　

バ
ー
コ
ー
ド
の
印

字
が
あ
る
納
付
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
指
定
期
限
ま
で

■
注
意
事
項

▼
領
収
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
登
録
口
座
の
資
金
が
不
足
し
て

い
る
場
合
、
支
払
い
が
で
き
ま

せ
ん
。
ヤ
フ
ー
ア
プ
リ
の
場
合

は
ヤ
フ
ー
マ
ネ
ー
の
チ
ャ
ー
ジ

が
必
要
で
す
。

▼
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
継

続
検
査
用
）
は
、
当
初
の
納
期

限
内
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
に
て
納
付
し
た
場
合
に
限
り
、

５
月
下
旬
頃
に
発
送
し
ま
す
。

当
初
の
納
期
限
後
に
納
付
し
た

場
合
は
、
市
役
所
窓
口
で
納
税

証
明
書
を
交
付
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
継

続
検
査
用
）
は
無
料
で
交
付
し

ま
す
。

■
利
用
方
法　

詳
細
に
つ
い
て
は

次
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

▼
税
務
課
（
内
線
２
６
０
）

▼
保
険
課
（
内
線
２
６
６
）

▼
水
道
局
（
内
線
３
２
０
）

iPhone 専用Android 専用

〈ナント〉スマート Pay
（南都銀行の口座が必要です）

奈
良
県
市
町
村
税

納
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

納
め
忘
れ
は
な
い
で
す
か

　

五
條
市
で
は
、
県
内
６
市
町
と

協
働
で
平
成
30
年
度
も
「
奈
良
県

市
町
村
税
納
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
案
内
で
は
、
必
ず
「
奈
良

県
市
町
村
税
納
税
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
○
○
で
す
」
と
名
乗
り
、

納
付
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
こ
と
を

知
ら
せ
、
納
付
書
の
再
発
行
、
来

庁
期
日
の
取
り
次
ぎ
等
を
行
い
ま

す
。

　

こ
ち
ら
か
ら
金
融
機
関
名
や
口

座
番
号
を
指
定
し
、
振
り
込
み
を

指
示
す
る
よ
う
な
案
内
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　

振
り
込
め
詐
欺
等
の
特
殊
詐
欺

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

▼
税
務
課
（
内
線
２
６
０
）

▼
保
険
課
（
内
線
２
６
６
）

め
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

価
格
等
の
縦
覧
受
付

　

平
成
30
年
度
の
土
地
・
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
を
確
認
で
き
ま

す
。
縦
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
期

間
内
に
税
務
課
ま
で
来
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
価
格
に
つ
い
て
不
服
が

あ
る
場
合
は
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間　

４
月
２
日
（
月
）

　

〜
５
月
31
日
（
木
）

※

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
場
所　

市
役
所
税
務
課
固
定
資

産
税
係

※

支
所
で
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
で
き
る
人　

五
條
市
の
固

定
資
産
税
の
納
税
者
、
ま
た
は

納
税
者
の
委
任
を
受
け
た
人

（
委
任
状
が
必
要
で
す
。）

■
必
要
な
も
の　

運
転
免
許
証
や

保
険
証
な
ど
、
本
人
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
書
類

■
問
合
先　

税
務
課

　
（
内
線
２
５
７
・
２
５
８
）

ヤフーアプリ
（ヤフー ID 等の
  登録が必要です）

８くらしのメモ



ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

購
入
費
用
を

　
　

補
助
し
ま
す

危ない!を映像で記録

　

平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
「
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
導
入

促
進
事
業
補
助
金
」
を
平
成
30
年

度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

※

今
年
度
か
ら
申
請
手
続
が
変
更

さ
れ
ま
す
の
で
、
購
入
前
に
問

い
合
わ
せ
る
か
、
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
請
・
問
合
先

　

危
機
管
理
課
（
内
線
３
７
０
）

地域を守る！
動く防犯カメラ

購入・取付費用の半額を補助！
（上限１万円）※100円未満は切捨て

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例

「
法
務
省
管
轄
支
局
」か
ら

の
ハ
ガ
キ

 

「
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最
終
告

知
の
お
知
ら
せ
」
と
い
う
ハ
ガ
キ
が

届
い
た
。
私
に
未
払
い
金
が
あ
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
る

ら
し
い
。
「
取
り
下
げ
る
な
ら
連
絡

を
し
て
く
る
よ
う
に
」
と
あ
り
、
取

り
下
げ
最
終
期
日
は
明
日
に
な
っ
て

い
る
。
心
当
た
り
は
な
い
が
、
ど
う

対
処
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。

助
言

 

「
法
務
省
管
轄
支
局
国
民
訴
訟
通
達

セ
ン
タ
ー
」
等
、
同
種
の
ハ
ガ
キ
に

関
す
る
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
過
去
に
利
用
し
た
業
者
へ
の

未
払
い
が
あ
る
と
思
わ
せ
、
給
与
・

財
産
の
差
し
押
さ
え
を
す
る
な
ど
と

言
っ
て
不
安
を
煽
る
文
面
に
な
っ
て

い
ま
す
。
連
絡
す
る
と
弁
護
士
紹
介

費
用
や
示
談
金
と
い
っ
た
名
目
で
、

高
額
な
請
求
を
受
け
た
と
い
う
被
害

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
絶
対
に
連

絡
し
な
い
で
、
消
費
生
活
相
談
室
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

（
内
線
３
８
６
）毎
週
月
・
木　

10
時
〜
15
時

架
空
請
求
ハ
ガ
キ
で
す
。

　

無
視
し
ま
し
ょ
う
。

五條地区 大塔地区西吉野地区

■問合先
▼生活環境課（内線３９１）
▼西吉野支所　▼大塔支所

4月 時  間 会  場 

9:20～9:30 篠原（岸本様宅下） 

9:40～9:45 惣谷 宮前バス停前 

10:25～10:30 殿野（吉川進様宅前） 

10:35～10:45 大塔支所前 

10:55～11:00 堂平（福本正敏様宅前） 

11:05～11:10 引土 

11:15～11:20 閉君 集会所前 

11:15～11:20 宇井 ふれあい交流館 

11:45～11:50 中井傍示旧永盛小学校 

13:45～13:50 中原開拓 地蔵前 

14:00～14:10 下阪本バス停前 

14:15～14:20 向井阪本（中垣様宅前） 

14:25～14:30 阪本バス停前  

6 日 

（金） 

14:40～14:50 天辻公営住宅駐車場前 

4月 時  間 会  場 
10:05～10:10 宗桧公民館西日裏分館 
10:15～10:20 川股バス停留所前 
10:30～10:35 宗桧上地域集会所 
10:40～10:50 立川渡釈迦堂 
11:05～11:10 永谷多目的集会所 
11:20～11:35 宗桧公民館 
13:10～13:30 旧 JA西吉野賀名生選果場 

12 日 
（木） 

13:40～14:00 （旧）滝選果場前 
10:20 ～10:50 （旧）奈良交通専用道城戸 
11:00～11:05 西吉野コミュニティセンター 
11:15～11:20  唐戸会館前 
13:00～13:30 旧ＪＡ西吉野西部支所 
13:40～14:00 西吉野北総合センター 
14:10～14:30 百谷地区構造改善センター 

13 日 
（金） 

14:40～14:45 湯川大淀線西様宅前 

4 月 時 間 会 場 

9:00 ～10:00 田園５丁目集会所 
10:30～11:45 田園３丁目集会所 
13:15～14:15 五條東体育館 

９日

（月） 

14:45～15:45 水道局横駐車場 
9:00 ～10:00 原集会所 
10:30～11:45 北宇智公民館 
13:15～14:15 野原東住民センター 

10日
（火） 

14:45～15:45 宇智公民館 
9:00 ～10:00 二見公民館 
10:30～11:45 阪合部文化会館 
13:15～14:15 五條吉野土地改良区 

11日 
（水） 

14:45～15:45 野原公民館 

生活環境課
平成30年度

　

五
條
市
で
は
河
川
等
の
水
質
汚
濁

防
止
や
快
適
で
文
化
的
な
生
活
環
境

の
実
現
の
た
め
、
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
補
助
対
象
と
な
る

区
域
で
平
成
30
年
度
中
に
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
に
、
国
・

県
の
補
助
制
度
を
導
入
し
て
予
算
の

範
囲
内
で
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
も
の
で
す
。

※

４
月
２
日
（
月
）
か
ら
申
込
書
の

配
布
・
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

※

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

▼
生
活
環
境
課
（
内
線
３
９
１
）

▼
西
吉
野
支
所　

▼
大
塔
支
所

河
川
の
水
質
を
守
る
た
め

浄
化
槽
設
置
費
用
の

 

一
部
を
補
助
し
ま
す

狂犬病予防注射
日程をお知らせします

集合注射料金 3,200 円
（注射手数料 2,650 円＋注射済票交付手数料 550 円）

▼犬の登録をしている場合は、４月上旬に案内を送付します。
▼市外で犬の登録をしている場合、注射済票の交付ができません。
▼注射を受けられない場合は獣医師に相談して受けてください。
▼犬の死亡や飼い主の住所、氏名などに変更がある場合は届出をし
てください。

▼会場では犬の登録も受け付けています。（登録費用：一頭につき 3,000 円）

毎年１回、狂犬病予防注射を受けさせることは飼い主の義務です！

ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚｺｰﾀﾞｰ購入補助

９ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



元気なまちづくり元気なまちづくりり

五條市に定住する人を応援しています！
■申込・問合先　企画政策課 　（内線２０６）

地方創生

元気な
まちづくり

　　

婚
姻
婚
姻
の
届
け
出

届
け
出
が
平
成
2727
年
４
年
４

月
２
日
以
降
の
夫
婦

日
以
降
の
夫
婦
が
市
内
で
家

が
市
内
で
家

を
建
て
た
り
、
購
入
し
た
り
す
る

を
建
て
た
り
、
購
入
し
た
り
す
る

と
き
、
そ
の
経
費
の
一
部

と
き
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
支
援
支
援

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　
　

婚
姻
婚
姻
の
届
け
出

届
け
出
が
平
成
2727
年
４
年
４

月
２
日
以
降
の
夫
婦

日
以
降
の
夫
婦
が
、
市
内
で

市
内
で

建
築
、
購
入

建
築
、
購
入
（
条
件
に
よ
り
増
築

条
件
に
よ
り
増
築

な
ど
）
し
、
次
の
期
間
内
に

な
ど
）
し
、
次
の
期
間
内
に
取
得
取
得

（
登
記
登
記
等
で
確
認
）

等
で
確
認
）
を
し
た
住
宅

を
し
た
住
宅

が
対
象
で
す

が
対
象
で
す
。

　

平
成
3030
年
４
月
１
日（
日
）〜

日（
日
）〜

　

平

　

平
成
3131
年
３
年
３
月
31
日（
日
）

日（
日
）

　
　

住
宅
等
の
取
得
金
額
（
土
地
代

　

住
宅
等
の
取
得
金
額
（
土
地
代

を
除
く
）

を
除
く
）
の
10
％
（
上
限
50
万

円
）

※

１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
。

１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
。

※

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　　

５
月
１
日
（
火
）

　

５
月
１
日
（
火
）
か
ら
か
ら

※

そ
の
他
、

そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
は

詳
し
い
内
容
は
企
画
企
画

政
策
課

政
策
課
、
支
所
お
よ
び
市
ホ
ー

、
支
所
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

に
あ
る
「
応
募
の
手

「
応
募
の
手

引
き
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

引
き
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
外
か
ら
転
入
し
て
住
宅
を
建

　

市
外
か
ら
転
入
し
て
住
宅
を
建

て
た
り
、
購
入
し
た
り
す
る
と
き
、

て
た
り
、
購
入
し
た
り
す
る
と
き
、

経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　

市
外
か
ら
転
入
し
た
人
が

市
外
か
ら
転
入
し
た
人
が
五
條
五
條

市
内
で
新
築
、
購
入
（
条
件
に
よ

り
増
築
・
改
修
な
ど
）
し
て
次
の

内
に
取
得
（
取
得
（
登
記
登
記
等
で
確
認
）

等
で
確
認
）

が
対
象
で
す

が
対
象
で
す
。

　

平
成
3030
年
４
月
１
日（
日
）〜

日（
日
）〜

　

平
成
3131
年
３
年
３
月
31
日（
日
）

日（
日
）

　　

住
宅
等
の
取
得
金
額
（
土
地
代

を
除
く
）
の
10
％ 

  （
上
限
１
０
０
万
円
）

　　

５
月
１
日
（
火
）
か
ら
か
ら

詳
し
い
内
容
は

詳
し
い
内
容
は
企
画
企
画

、
支
所
お
よ
び
市
ホ
ー

、
支
所
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

に
あ
る
「
応
募
の
手

「
応
募
の
手

引
き
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

引
き
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

新婚世帯の住宅取得に補助金を交付します新婚世帯の住宅取得に補助金を交付します

　

婚
姻
の
届
け
出
が
平
成
27
年
４

月
２
日
以
降
の
夫
婦
が
市
内
で
家

を
建
て
た
り
、
購
入
し
た
り
す
る

と
き
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
支
援

し
ま
す
。

　

補
助
の
対
象

　

婚
姻
の
届
け
出
が
平
成
27
年
４

月
２
日
以
降
の
夫
婦
が
、
市
内
で

建
築
、
購
入
（
条
件
に
よ
り
増
築

な
ど
）
し
、
次
の
期
間
内
に
取
得

（
登
記
等
で
確
認
）
を
し
た
住
宅

が
対
象
で
す
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日（
日
）〜

　

平
成
31
年
３
月
31
日（
日
）

　

補
助
金
の
額

　

住
宅
等
の
取
得
金
額
（
土
地
代

を
除
く
）
の
10
％
（
上
限
50
万

円
）

※

１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
。

※

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
受
付

　

５
月
１
日
（
火
）
か
ら

※

そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
は
企
画

政
策
課
、
支
所
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
応
募
の
手

引
き
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

五條市五條市 UIJ ターン住宅取得補助金UIJ ターン住宅取得補助金

　

市
外
か
ら
転
入
し
て
住
宅
を
建

て
た
り
、
購
入
し
た
り
す
る
と
き
、

経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　

補
助
の
対
象

　

市
外
か
ら
転
入
し
た
人
が
五
條

市
内
で
新
築
、
購
入
（
条
件
に
よ

り
増
築
・
改
修
な
ど
）
し
て
次
の

内
に
取
得
（
登
記
等
で
確
認
）

が
対
象
で
す
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日（
日
）〜

　

平
成
31
年
３
月
31
日（
日
）

　

補
助
金
の
額

　

住
宅
等
の
取
得
金
額
（
土
地
代

を
除
く
）
の
10
％ 

  （
上
限
１
０
０
万
円
）

　

申
請
受
付

　

５
月
１
日
（
火
）
か
ら

詳
し
い
内
容
は
企
画

、
支
所
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
応
募
の
手

引
き
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

五條市に転入する人五條市に転入する人に、に、住宅新築・購入の補助金を交付します住宅新築・購入の補助金を交付します

最大

50 万円

五條市五條市新婚世帯住宅取得補助金新婚世帯住宅取得補助金

※新婚世帯、ＵＩＪのいずれの補助金も該当すれば、125万円（限度額）の補助を受けられます。

 

市
内
市
内

り
増
りり
増補住住をを

 

（（（
上上上上上申

※婚姻※婚姻の届出届出がH27H27 年４年４月２日
以降の夫婦が対象です。以降の夫婦が対象です。

Ｕターン…五條市から都市へ移住したあと、
再び五條市へ移住

新婚夫婦が市内で家を
建てる場合などに、そ
の経費の一部が補助さ
れます。

「
花
の
ま
ち
づ
く
り
」

  

に
取
り
組
む
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

美
し
い
景
観
づ
く
り
と
市
民
の
癒
し
の
場
を
創
造
す
る
植

栽
事
業
を
実
施
す
る
団
体
に
「
五
條
市
花
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
補
助
金
」
を
交
付
し
て
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

企
画
を
待
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
経
費

　

市
内
の
名
所
、
旧
跡
、
市

道
、
公
園
、
道
路
等
に
植
栽

す
る
苗
木
、
花
苗
、
種
子
、

球
根
お
よ
び
肥
料
等
の
購
入

に
要
す
る
経
費
と
植
樹
作
業

費
用
。

対
象
と
な
る
団
体

　

市
内
の
地
域
自
治
組
織
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
の
団
体

補
助
金
の
額

　

補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で
、

１
団
体
に
つ
き
１
回
に
限
り
交
付

し
ま
す
。

※

１
団
体
上
限
20
万
円

募
集
締
切

　

４
月
27
日
（
金
）

※

そ
の
他
詳
し
い
内
容
は
企
画
政

策
課
に
あ
る
「
応
募
の
手
引
き
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※

「
応
募
の
手
引
き
」
等
は
、
五

條
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

企
画
政
策
課
（
内
線
２
０
６)

Ｊターン…地方から都市へ移住したあと、
　　　　　　五條市に移住

Ｉターン…都市から五條市へ移住

新婚世帯の住宅取得に補助金を交付します

五條市 UIJ ターン住宅取得補助金
五條市に転入する人に、住宅新築・購入の補助金を交付します

五條市新婚世帯住宅取得補助金

最大

100 万円

花
で
地
域
を
彩
ろ
う
！

※婚姻の届出がH27 年４月２日
以降の夫婦が対象です。

10くらしのメモ



元気なまちづくり

ICOCA をはじめとする
IC カード乗車券が
使えるようになりました！

3/17
（土）

※大和二見駅から和歌山駅間はまだ利用できません。

JR 和歌山線 高田駅⇔五条駅間

※詳しくは　 ICOCA
ICOCA

PiTaPa Suicaピッ！
イ  コ  カ

　

婚
姻
の
届
け
出
が
平
成
27
年
４

月
２
日
以
降
の
夫
婦
が
市
内
で
家

を
建
て
た
り
、
購
入
し
た
り
す
る

と
き
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
支
援

し
ま
す
。

　
　

婚
姻
の
届
け
出
が
平
成
27
年
４

月
２
日
以
降
の
夫
婦
が
、
市
内
で

建
築
、
購
入
（
条
件
に
よ
り
増
築

な
ど
）
し
、
次
の
期
間
内
に
取
得

（
登
記
等
で
確
認
）
を
し
た
住
宅

が
対
象
で
す
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日（
日
）〜

　

平
成
31
年
３
月
31
日（
日
）

　
　

住
宅
等
の
取
得
金
額
（
土
地
代

を
除
く
）
の
10
％
（
上
限
50
万

円
）

※

１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
。

※

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　　

５
月
１
日
（
火
）
か
ら

※

そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
は
企
画

政
策
課
、
支
所
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
応
募
の
手

引
き
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
外
か
ら
転
入
し
て
住
宅
を
建

て
た
り
、
購
入
し
た
り
す
る
と
き
、

経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　

市
外
か
ら
転
入
し
た
人
が
五
條

内
に
取
得
（
登
記
等
で
確
認
）

が
対
象
で
す
。

成
30
年
４
月
１
日（
日
）〜

成
31
年
３
月
31
日（
日
）

の
10
％ 

）か
ら

詳
し
い
内
容
は
企
画

、
支
所
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
応
募
の
手

引
き
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

新婚世帯の住宅取得に補助金を交付します

五條市 UIJ ターン住宅取得補助金
五條市に転入する人に、住宅新築・購入の補助金を交付します

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

　

自
由
な
発
想
と
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
喜
ん
で
も
ら

え
る
事
業
を
実
施
す
る
団
体
に
「
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
を
交
付
し
て
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

　

本
年
度
に
実
施
す
る

次
の
よ
う
な
事
業
で
す
。

▼
地
域
を
元
気
に
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

▼
人
や
物
の
交
流
の
活

性
化
に
資
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
開
催

▼
市
ま
た
は
地
域
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
資

す
る
施
設
・
設
備
の

整
備

▼
そ
の
他
市
長
が
特
に

効
果
が
あ
る
と
認
め

た
事
業

■
対
象
と
な
る
事
業

学
生
版
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

【
一
般
の
部
】

【
学
生
版
】

■
対
象
と
な
る
団
体

　

市
内
の
地
域
自
治
組

　

織
、
N
P
O
等
の
団

　

体

■
対
象
と
な
る
団
体

　

学
校
教
育
法
に
規
定

　

す
る
学
校
に
籍
を
置

　

く
市
内
在
住
の
小
学

　

５
年
生
以
上
の
学
生

　

等
が
構
成
す
る
団
体

　

※

１

五條市新婚世帯住宅取得補助金

※婚姻の届出がH27 年４月２日
以降の夫婦が対象です。

「
花
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
ま
ち
づ
く
り
」

    
に
取
り
組
む
団
体
を
募
集
し
ま
す

に
取
り
組
む
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

美
し
い
景
観
づ
く
り
と
市
民
の
癒
し
の
場
を
創
造
す
る
植

　

美
し
い
景
観
づ
く
り
と
市
民
の
癒
し
の
場
を
創
造
す
る
植

栽
事
業
を
実
施
す
る
団
体
に
「
五
條
市
花
の
ま
ち
づ
く
り
事

栽
事
業
を
実
施
す
る
団
体
に
「
五
條
市
花
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
補
助
金
」
を
交
付
し

業
補
助
金
」
を
交
付
し
て
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

活
動
を
支
援
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

皆
さ
ん
の

企
画
企
画
を
待
っ
て

待
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。

対
象
と
な
る
経
費

対
象
と
な
る
経
費

　

市
内
の
名
所
、
旧
跡
、
市

　

市
内
の
名
所
、
旧
跡
、
市

道
、
公
園
、
道
路
等
に
植
栽

道
、
公
園
、
道
路
等
に
植
栽

す
る
苗
木
、
花
苗
、
種
子
、

す
る
苗
木
、
花
苗
、
種
子
、

球
根
球
根
お
よ
お
よ
び
肥
料
等
の
購
入

び
肥
料
等
の
購
入

に
要
す
る
経
費

に
要
す
る
経
費
と
植
樹
作
業

植
樹
作
業

費
用
。

費
用
。

対
象
と
な
る
団
体

対
象
と
な
る
団
体

　

市
内
の
地
域
自
治
組
織
、

　

市
内
の
地
域
自
治
組
織
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
の
団
体

等
の
団
体

補
助
金
の
額

補
助
金
の
額

　

補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内

　

補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で
、
で
、

１
団
体
に
つ
き
１
回
に
限
り
交
付

１
団
体
に
つ
き
１
回
に
限
り
交
付

し
ま
す
。

し
ま
す
。

※

１
団
体
上
限

団
体
上
限
20
万
円

募
集
募
集
締
切
締
切

　

４

　

４
月
2727
日
（
金
）

日
（
金
）

※

そ
の
他

そ
の
他
詳
し
い
内
容
は

詳
し
い
内
容
は
企
画
政

企
画
政

策
課
策
課
に
あ
る
「
応
募
の
手
引
き
」

に
あ
る
「
応
募
の
手
引
き
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※

「
応
募
の
手
引
き
」
等
は
、
五

「
応
募
の
手
引
き
」
等
は
、
五

條
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

條
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

■
申
込
・
問
合
先　

　

企
画
政
策
課

企
画
政
策
課
（
内
線
２
０
６

（
内
線
２
０
６)

み
ん
な
の
力
で
地
域
を
元
気
に

※

１
全
員
18
歳
未
満
の
場
合
は
、
指
導
す
る
教
員

ま
た
は
保
護
者
が
１
人
以
上
必
要
で
す
。

※

２
た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
内

■
申
込
締
切　

５
月
11
日
（
金
）

■
そ
の
他　

詳
し
く
は
、
企
画
政
策
課
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
応
募
の
手
引
き
」
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

企
画
政
策
課
（
内
線
２
０
６
）

■
交
付
金
の
額

　

交
付
対
象
経
費
か
ら

　

事
業
収
入
を
引
い
た

　

額※

２

■
交
付
金
の
額　

　

交
付
対
象
経
費
か
ら

　

事
業
収
入
を
引
い
た

　

額
の
３
／ 

4
以
内

　
（
上
限
30
万
円
）※

２

「
花
の
ま
ち
づ
く
り
」

  
に
取
り
組
む
団
体
を
募
集
し
ま
す

対
象
と
な
る
経
費

　

市
内
の
名
所
、
旧
跡
、
市

道
、
公
園
、
道
路
等
に
植
栽

す
る
苗
木
、
花
苗
、
種
子
、

球
根
お
よ
び
肥
料
等
の
購
入

に
要
す
る
経
費
と
植
樹
作
業

費
用
。

対
象
と
な
る
団
体

　

市
内
の
地
域
自
治
組
織
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
の
団
体

補
助
金
の
額

　

補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で
、

１
団
体
に
つ
き
１
回
に
限
り
交
付

し
ま
す
。

※

１
団
体
上
限
20
万
円

募
集
締
切

　

４
月
27
日
（
金
）

※

そ
の
他
詳
し
い
内
容
は
企
画
政

策
課
に
あ
る
「
応
募
の
手
引
き
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※

「
応
募
の
手
引
き
」
等
は
、
五

條
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

企
画
政
策
課
（
内
線
２
０
６)

　

美
し
い
景
観
づ
く
り
と
市
民
の
癒
し
の
場
を
創
造
す
る
植

栽
事
業
を
実
施
す
る
団
体
に
「
五
條
市
花
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
補
助
金
」
を
交
付
し
て
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

企
画
を
待
っ
て
い
ま
す
。

花
で
地
域
を
彩
ろ
う
！

花
で
地
域
を
彩
ろ
う
！

花
で
地
域
を
彩
ろ
う
！

交
付
金金金金金

地域を盛り上げるぞ！
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平
成
30
・
31
年
度

　

保
険
料
率
が

　
　

改
定
さ
れ
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
保

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
保

険
料
の
ほ
か
、
現
役
世
代
か
ら
の
支
援
金
と

険
料
の
ほ
か
、
現
役
世
代
か
ら
の
支
援
金
と

国
や
県
、
市
町
村
が
負
担
す
る
公
費
で
運
営

国
や
県
、
市
町
村
が
負
担
す
る
公
費
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
費
を
支
え
る
た
め
、

さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
費
を
支
え
る
た
め
、

保
険
料
の
負
担
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
の
負
担
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

平成 28・29 年度

■均等割額　44,800 円
■所得割率　8.92％

平成 30・31 年度（改定後）

■均等割額　45,200 円
■所得割率　8.89％

■保険料率

■保険料の軽減■保険料の軽減

　後期高齢者医療保険の保険料率は、法律に基づき２年ごと
に奈良県後期高齢者医療広域連合により改定されます。

　所得の低い人は、世帯（世帯主及び被保険者）の所得水準
に応じて次のように保険料が軽減されます。

①所得の少ない被保険者に対する軽減措置

　後期高齢者医療制度に加入する前日に被用者保険（市
町村国保や国保組合を除く健康保険組合や共済組合など
の医療保険）の被扶養者であった人は、所得割がかから
ず、均等割額の５割軽減となります。
※上記①の９割軽減、8.5 割軽減が適用される場合は、
そちらを優先します。

②被用者保険の被扶養者であった人に対する軽減措置
対象期間 均等割額所得割額

平成 29年４月
～平成 30年３月
平成 30年４月
～平成 31年３月
（改定後）

７割軽減負担なし

５割軽減負担なし

■保険料の軽減

５
割
軽
減

２
割
軽
減
が
拡
充

さ
れ
ま
し
た
！

▼基礎控除額（33 万円）▼基礎控除額（33 万円）を超えない世帯で、「被保険者全員がを超えない世帯で、「被保険者全員が
年金収入 80 万円以下」の世帯（その他各種所得がない場合）年金収入 80 万円以下」の世帯（その他各種所得がない場合） ９割削減▼基礎控除額（33 万円）を超えない世帯で、「被保険者全員が
年金収入 80 万円以下」の世帯（その他各種所得がない場合）

▼基礎控除額（33 万円）▼基礎控除額（33 万円）を超えない世帯を超えない世帯 8.5 割軽減▼基礎控除額（33 万円）を超えない世帯

▼基礎控除額（33 万円）▼基礎控除額（33 万円）＋27.5 万円27.5 万円×世帯に属する被保険者数世帯に属する被保険者数
　を超えない世帯　を超えない世帯

５割軽減▼基礎控除額（33 万円）＋27.5 万円×世帯に属する被保険者数
　を超えない世帯

２割軽減▼基礎控除額（33 万円）▼基礎控除額（33 万円）＋50 万円50 万円×世帯に属する被保険者数世帯に属する被保険者数
　を超えない世帯　を超えない世帯
▼基礎控除額（33 万円）＋50 万円×世帯に属する被保険者数
　を超えない世帯

■問合先　奈良県後期高齢者医療広域連合　☎０７４４・２９・８４３０

社
会
保
険
等
の

健
康
保
険
に
加
入
し
た
ら

　

国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保
険
等

に
切
り
替
え
る
届
出
は
会
社
等
で
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
自
分
で
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
を
し
な

い
と
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た

ま
ま
と
な
り
、
保
険
税
を
二
重
で
支

払
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
た

医
療
費
を
返
還
し
て
も
ら
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
届
出
に
必
要
な
も
の

①
社
会
保
険
証
（
社
会
保
険
等
に
変

わ
っ
た
人
全
員
分
）
ま
た
は
社
会

保
険
等
の
資
格
取
得
証
明
書

②
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

③
印
鑑　
　
　

④
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

※

届
出
は
郵
送
で
可
能
で
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
注
意
！

■
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
２
６
７
・
３
６
７
）

■
就
学
で
市
外
に
転
出
す
る
場
合
は

学
生
用
の
被
保
険
者
証
を
交
付
し

ま
す

　

就
学
で
市
外
に
転
出
す
る
場
合
、

学
生
用
の
被
保
険
者
証
（
マ
ル
学
被

保
険
者
証
）
を
交
付
し
ま
す
。
マ
ル

学
被
保
険
者
証
を
交
付
さ
れ
た
加
入

者
は
、
転
出
前
に
所
属
し
て
い
た
世

帯
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
し
て

取
り
扱
い
ま
す
の
で
、
転
出
先
で
新

た
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
届
出
に
必
要
な
も
の

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

②
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
証
の
写
し

③
印
鑑

※

現
況
確
認
の
た
め
、
毎
年
４
月
に
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写

し
の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

卒
業
後
は
マ
ル
学
被
保
険
者
喪
失

の
届
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

必
ず
届
出
を
！

■
就
学
で
市
外
に
転
出
す
る
場
合
は

保 険 課

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
保

険
料
の
ほ
か
、
現
役
世
代
か
ら
の
支
援
金
と

国
や
県
、
市
町
村
が
負
担
す
る
公
費
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
費
を
支
え
る
た
め
、

保
険
料
の
負
担
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

保険課
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■
対
象
者　

次
の
①
・
②
の
両
方
を

満
た
す
人
が
対
象
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
ま
た
は

２
級
）、
療
育
手
帳
（
A
判
定
）、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１

級
）
の
い
ず
れ
か
を
持
っ
て
い

る
人

②
障
害
者
支
援
施
設
、
介
護
保
険
施

設
等
に
入
所
し
て
い
な
い
人

※

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社
は
五

條
市
と
契
約
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー

会
社
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

五
條
市
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
交
付
し
ま
す

　

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
に
、
タ
ク
シ
ー
の
基
本

料
金
（
初
乗
り
運
賃
）
が
助
成
さ
れ
る
利
用
券

（
24
枚
つ
づ
り
）
を
、
１
年
度
に
つ
き
１
回
交
付
し

て
い
ま
す
。

福祉タクシー

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳

※

代
理
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人
の

印
鑑

■
申
請
先　

社
会
福
祉
課
・
西
吉
野

支
所
・
大
塔
支
所

■
問
合
先　

社
会
福
祉
課

　
（
内
線
２
０
９
）

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
保

険
料
の
ほ
か
、
現
役
世
代
か
ら
の
支
援
金
と

国
や
県
、
市
町
村
が
負
担
す
る
公
費
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
費
を
支
え
る
た
め
、

保
険
料
の
負
担
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■保険料の軽減

▼基礎控除額（33 万円）を超えない世帯で、「被保険者全員が
年金収入 80 万円以下」の世帯（その他各種所得がない場合）

▼基礎控除額（33 万円）を超えない世帯

▼基礎控除額（33 万円）＋27.5 万円×世帯に属する被保険者数
　を超えない世帯
▼基礎控除額（33 万円）＋50 万円×世帯に属する被保険者数
　を超えない世帯

介護保険
介
護
保
険
制
度
が

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
今
ま
で
の

介
護
給
付
の
実
績
と
今
後
の
予
想
か

ら
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
３
年

に
１
度
策
定
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

介
護
保
険
料
も
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

五
條
市
で
は
介
護
保
険
の
利
用
増

加
や
介
護
報
酬
の
改
定
等
の
影
響
で
、

介
護
給
付
費
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
具
体
的
な
介
護
保
険
料
等
に
つ

い
て
は
、
広
報
五
條
５
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら

変
わ
り
ま
す

40

35

30

25

H27 H28 H29 H30 H31 H32

（
単
位
：
億
円
）

介護給付費
（H30 年度以降は推計）

（単位：年度）

　

介
護
保
険
の
負
担
割
合
は
、
一
定
以
上
所
得

の
あ
る
人
は
２
割
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
30
年
８
月
か
ら
、
そ
の
中
で
も
特
に
所
得
の

高
い
人
は
負
担
割
合
が
３
割
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
毎
月
の
負
担
額
の
上
限
は
４
万
４
４

０
０
円
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

負
担
割
合
に
な
る
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
平
成
30
年
８
月
か
ら
一
定
以
上

所
得
の
あ
る
人
は
負
担
割
合
が

３
割
に
な
り
ま
す

■
対満

①
身精級

②
障設

※

利條会

福福祉タクシー福福福福祉祉祉タタタクククシシシー福福祉タク

②２割負担になる人

▼本人の合計所得が 160 万円以上 220 万
円未満であり、１割負担に該当しない人
▼本人の合計所得が 220 万円以上である
が、同一世帯の第１号被保険者の年金収
入＋その他の合計所得金額が単身 340 万
円、２人以上で 463 万円未満の人

①１割負担になる人

▼生活保護受給者
▼住民税非課税者
▼本人の合計所得が 160 万円未満の人
▼本人の合計所得が 160 万円以上であるが、同一世帯の
第１号被保険者の年金収入＋その他の合計所得金額

（※注１）が単身 280 万円、２人以上で 346 万円未満の人
（※注１）給与収入や事業収入等から給与所得控除や必要
経費を控除した金額

上
所
得

す
。
平

所
得
の

れ
ま
す
。

万
４
４

ぞ
れ
の

で
す
。

万
い人
る
金収
0万

③３割負担になる人

▼本人の合計所得が 220 万円以
上であり、２割負担に該当し
ない人

■問合先　介護福祉課
（内線４００）

※

平
成
30
年
４
月
か
ら
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
（
１
級
）
を
持
っ
て
い
る
人
も
対
象
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
乗
降
地
の
両
方
が
市
外
の

場
合
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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新町「大野屋」

■問合先　企業観光戦略課（内線 215）

出店者情報

五條市ふるさとハローワーク

ハローワーク下市

み
ど
り
園

　

だ
よ
り

■
問
合
先　

み
ど
り
園

☎
２
４
・
４
１
１
１

国民年金

市民課

65
歳

婚
姻
届

婚
姻
届

婚
姻
届

婚
姻
届

知
っ
て
い
ま
す
か

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

加
入
す
る
時
だ
け
で
な
く
、
被
保

険
者
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
手

続
が
必
要
で
す
。
手
続
を
し
な
か
っ

た
場
合
、
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
い
つ

も
の
生
活
が
変
わ
っ
た
ら
、
必
ず
手

続
を
し
ま
し
ょ
う
。

■問合先　■問合先　
▼市民課年金係（内線 300、268）▼市民課年金係（内線 300、268）
▼大和高田年金事務所　▼大和高田年金事務所　
☎０７４５・２２・３５３１☎０７４５・２２・３５３１

こ
ん
な
と
き
は

 

国
民
年
金
の
手
続
を■手続が必要になる場合の例■手続が必要になる場合の例

■新規加入・取得届

▼20歳になったとき（厚生年金加入者を除く）
▼退職して無職になったとき
▼退職して自営業の人と結婚したとき
▼独立・起業したとき

■種別変更届（３号関係）

▼扶養されている配偶者が退職したと
き、または 65 歳に達したとき、

▼収入が増えて扶養からはずれたとき
▼離婚して扶養からはずれたとき

■住所変更届

▼海外に住んでいた人が帰国したとき
▼日本国籍の人が海外に住むとき

■免除や猶予の申請（希望者のみ）

▼所得が少なく、保険料の納付が困難なとき
▼学生で収入がないとき

■国民年金の受け取り

▼65 歳になったとき　➡老齢基礎年金
▼けがや病気で障害が残ったとき　➡障害基礎年金
▼18 歳未満の子を残して亡くなったとき　➡遺族基礎年金
▼夫（妻）が年金を受給する前に亡くなったとき　➡寡婦年金
▼年金を受け取る前に亡くなったとき　➡死亡一時金

■
届
出
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
か
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の
、
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
②
印
鑑

※

内
容
に
よ
っ
て
必
要
書
類
等
が
違

い
ま
す
の
で
、
事
前
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■問合先　
▼市民課年金係（内線 300、268）
▼大和高田年金事務所　
☎０７４５・２２・３５３１

※詳しい手続方法などについては、※詳しい手続方法などについては、

気軽に問合せてください。気軽に問合せてください。

※詳しい手続方法などについては、

気軽に問合せてください。

■手続が必要になる場合の例

休
日
開
庁
日
＆

平
日
延
長
開
庁
日

引
越
し
が
増
え
る
シ
ー
ズ
ン
に

　

平
日
昼
間
に
忙
し
く
て
市
役
所
に

来
ら
れ
な
い
人
の
た
め
に
、
休
日
開

庁
や
平
日
の
時
間
延
長
を
行
い
ま
す
。

■
業
務
内
容

▼
住
民
票
や
印
鑑
証
明
、
戸
籍
謄
本

等
の
発
行
業
務

▼
住
所
の
異
動
届
等

▼「
通
知
カ
ー
ド
」
や
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
」
の
受
け
取
り

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
支

援
（
写
真
撮
影
等
）

■
問
合
先　

市
民
課

　
（
内
線
２
６
２
、
２
６
３
、
５
０
３
）

■休日開庁日

４月１日（日）９時～ 17時
■平日延長開庁日

４月２日（月）19時まで
４月３日（火）19時まで

オ
リ
ジ
ナ
ル

婚
姻
届

で
き
ま
し
た

ゴ
ー
カ
ス
タ
ー
が
祝
福
！

　

結
婚
す
る
２
人
の
門
出
を
五
條

市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

ゴ
ー
カ
ス
タ
ー
が
祝
福
し
ま
す
。

こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
は
、
市

外
の
役
所
に
も
提
出
で
き
ま
す
。

■
配
布
場
所

▼
市
民
課

▼
西
吉
野
支
所
・
大
塔
支
所

■
問
合
先　

市
民
課

　
（
内
線
２
６
３
）
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新町新町「大野屋大野屋」

■問合先　企業観光戦略課（内線 215）問合先　企業観光戦略課（内線 215）

出店者情報出店者情報起業家
支援施設

■場所　新町２丁目 5番 12号
※月曜休館（月曜日が祝日の場合は、翌平日が休館日）
※駐車場は大野屋の東 100ｍ（松本燃料店敷地内）

新町「大野屋」出店者情報

　五條新町の旧家で守られてき

た武者人形を期間限定で公開し

ています。

■問合先　社会福祉法人 正和会

☎２４・４４５５

社会福祉法人正和会 ４/３
（火）

4/15
（日）

～展示スペース

　春らしいフラワーアレン

ジメントの作品の展示や体

験会を開催します。

■問合先　花工房サークル

☎090・1243・3135

花工房サークル
4/17
（火）

4/30
（月）～展示スペース

町家カフェゆるり喫茶スペース
　新町通りの憩いの場として、

多彩なメニューでお待ちしています。

☎０８０・２４５４・１０９３ ■問合先　企業観光戦略課（内線 215）

まずハローワークで相談！
あなたにピッタリの仕事を紹介！

　学生や高齢者、子育て中の人、障害のある
人、在職中の人などの仕事の相談も受け付け
ていますので、ぜひ一度相談してください。

　ハローワークでは、全国から集めた求人を
もとに、ひとりひとりにあった仕事が見つか
るよう、相談しながら仕事を紹介しています。 五條市ふるさとハローワーク五條市ふるさとハローワーク

☎２６・０１０３
（本町１－１－１）
（平日９時 30分～ 17時）

五條市ふるさとハローワーク
☎２６・０１０３
（本町１－１－１）
（平日９時 30分～ 17時）

ハローワーク下市ハローワーク下市
☎0747・52・3867
（下市町大字下市 2772-1）
（平日８時 30分～ 17時 15分）

ハローワーク下市
☎0747・52・3867
（下市町大字下市 2772-1）
（平日８時 30分～ 17時 15分）

あ
な
た
の

　

仕
事

紹
介
し
ま
す

ハローワーク

蛍光灯の器具

蛍光管・電球 ➡透明な袋に入れて古紙・
　びんの日に出してください。

➡透明の袋に入れて、
　古紙・びんの収集日に
　出してください。

　

４
月
か
ら
次
の
ご
み
収

集
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

み
ど
り
園

み
ど
り
園

　

だ
よ
り

　

だ
よ
り

み
ど
り
園

　

だ
よ
り

みどり園

乾
電
池

乾
電
池

リチウム

アルカリ電池
マンガン電池

リチウム電池等
（充電できる電池）

LED電球

➡購入した店舗で
　相談してください。
※みどり園では収集できません。

蛍光灯

電池

電球 ➡

➡カン・小型金属の指定袋に
入れて出してください。

➡その他燃えないごみの指定
袋に入れて出してください。

■
問
合
先　

み
ど
り
園

☎
２
４
・
４
１
１
１

■
問
合
先　

み
ど
り
園

■
問
合
先　

み
ど
り
園

☎
２
４
・
４
１
１
１

☎
２
４
・
４
１
１
１

■
問
合
先　

み
ど
り
園

☎
２
４
・
４
１
１
１

※蛍光管・電球とアルカリ電池・マンガン電池は別々の袋に入れてください。

婚
姻
届

婚
姻
届

■問合先　
▼市民課年金係（内線 300、268）
▼大和高田年金事務所　
☎０７４５・２２・３５３１

■手続が必要になる場合の例

※詳しい手続方法などについては、

気軽に問合せてください。
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カルムのひろば

０歳～
未就園児

※各回活動費として親子で100円必要です。　
■申込・問合先　にじいろ電車代表  鶴岡
　カルム五條（内線289）
メール　niziirotrain@gmail.com
※初めての参加者は事前に連絡してください。

にじいろ電車

カカ

　

大
人
も
子
ど
も
も
ホ
ッ
と
で

き
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
に
じ

い
ろ
電
車
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

五條市での出産・子育てを応援します！
不妊に悩む皆さんの
一般不妊治療費の一部を助成

五條市で生まれた赤ちゃんの
生後１か月母子健康診査費用を助成

➡上限７万円まで助成！ ➡上限５千円まで助成！
※出産・子育ての不安も相談してください。　■問合先　カルム五條（内線 289）

新

４/12
（木）

は
じ
め
ま
し
て
！

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
時
間　

10
時
30
分
〜

4/19
（木）

名
札
を
作
ろ
う
!!

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
時
間　

10
時
〜

※

５
月
３
日
は
祝
日
の
た
め
、

　

に
じ
い
ろ
電
車
は
あ
り
ま
せ
ん
。

南和広域医療企業団　五條病院
■初診受付　８時 30分～ 11時 30分
■診察開始　９時～

■休診日　土・日・祝日、年末年始
☎２２・１１１２

■
対
象
者　

申
請
日
時
点
で
下
記
の

要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

▼
市
内
に
住
民
票
を
有
す
る
夫
婦

▼
不
妊
症
と
診
断
さ
れ
、
そ
の
治
療

を
受
け
た
人

▼
医
療
保
険
の
規
定
に
基
づ
く
被
保

険
者

▼
夫
婦
の
前
年
度
の
所
得
金
額
の
合

計
が
７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ

と
▼
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

不
妊
に
悩
む
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
！

　

五
條
市
で
は
一
般
不
妊
治
療

費
の
一
部
を
助
成
し
、
不
妊
で

悩
む
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

て
い
ま
す
。

一
般
不
妊
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

■
助
成
内
容　

平
成
30
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に

受
け
た
医
療
保
険
診
療
適
用
分
、

医
療
保
険
診
療
以
外
の
本
人
負
担

額
を
含
め
た
一
般
不
妊
治
療
（
助

成
の
対
象
外
と
な
る
治
療
が
あ
り

ま
す
。）
に
対
し
、
１
年
度
に
つ

き
７
万
円
を
上
限
と
し
て
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
一
般
不
妊
治
療
に
係
る
領
収
書

（
原
本
）②
印
鑑
③
振
込
口
座
が
明

記
さ
れ
た
も
の
④
課
税
証
明
書
⑤

納
税
証
明
書
⑥
申
請
書
等

※

申
請
方
法
・
申
請
書
類
な
ど
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
８
９
）

生
後
１
か
月
母
子

健
康
診
査
費
用
を
助
成

子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
！

■
対
象
者　

受
診
日
に
お
い
て
、
五

條
市
に
住
所
が
あ
る
、
生
後
２
か

月
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
産
婦

■
申
請
期
限　

１
か
月
健
康
診
査
受

診
日
か
ら
６
か
月
以
内

■
内
容　

産
婦
お
よ
び
１
か
月
児
健

康
診
査
に
要
し
た
保
険
適
用
外
の

費
用
に
対
し
て
、
合
わ
せ
て
上
限

５
０
０
０
円
ま
で
助
成
し
ま
す
。

※

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
の
受
診

分
か
ら
上
限
が
５
０
０
０
円
に
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
。

※

多
胎
の
場
合
は
１
人
５
０
０
０
円

を
加
算
し
た
額
が
上
限
で
す
。

■
助
成
に
必
要
な
も
の

　

①
健
康
診
査
受
診
日
の
領
収
書

（
原
本
）②
印
鑑
③
振
込
口
座
が
明

記
さ
れ
た
も
の
④
申
請
書
等

※

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
８
９
）

を
助
成
し
ま
す

成
内
容

平
成
00
年
４
月

日

　

五
條
市
で
は
生
後
１
か
月
母
子
健

康
診
査
の
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

９時〜 16 時 急病患者の応急処置
４⽉・５⽉ 休⽇の救急診療・在宅当番医

４月１日（日） ８日（日） １５日（日） ２２日（日）

２９日（日・祝） ３０日（月）

５月３日（木・祝） ４日（金・祝）

１３日（日） ２０日（日） ２７日（日）

　

平
成
30
年
度
の
の
に
じ
い
ろ
電
車

が
始
ま
り
ま
し
た
。
マ
マ
も
子
ど
も

た
ち
も
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

16カルムのひろば



カルムのひろば

切り取って保管しましょう

五條病院

五
條
病
院

整
形
外
科
外
来
は

月
・
木
・
金
曜
日

　

五
條
病
院
整
形
外
科
で
は
、
週

３
回
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
寄
り
そ
う
整
形
外
科
と

し
て
、
ひ
ざ
や
腰
の
痛
み
な
ど
、

一
般
的
な
疾
患
の
診
察
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
手
術
が
必
要
な
人

は
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ

紹
介
し
、
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
や
退
院
後
の
外
来
通
院
も

担
当
し
ま
す
。診療科目

内　　科
整形外科

月

ーー○
○○○○

○

金火 水 木
○

○

南和広域医療企業団　五條病院南和広域医療企業団　五條病院
■初診受付■初診受付　８時 30分～ 11時 30分　８時 30分～ 11時 30分
■診察開始　９時～■診察開始　９時～

■休診日　土・日・祝日、年末年始■休診日　土・日・祝日、年末年始
☎２２・１１１２２２・１１１２

南和広域医療企業団　五條病院
■初診受付　８時 30分～ 11時 30分
■診察開始　９時～

■休診日　土・日・祝日、年末年始
☎２２・１１１２

こ
こ
ろ
の

　
　

健
康
相
談

　
「
な
ん
と
な
く
調
子
が
悪
い
」「
眠

れ
な
い
」
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
健
康

に
関
す
る
困
り
ご
と
を
抱
え
る
人

や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
相
談
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

※

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
程　

４
月
16
日
（
月
）

※

５
月
以
降
は
毎
月
第
１
・
３
月

曜
日
に
開
催
し
ま
す
。（
日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

■
時
間　

①
13
時
〜
13
時
45
分
、②

14
時
15
分
〜
15
時
、③
15
時
30
分

〜
16
時
15
分

※

相
談
は
予
約
制
で
す
。
事
前
に

カ
ル
ム
五
條
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
相
談
員　

臨
床
心
理
士

■
費
用　

無
料

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
９
０
）

あ
な
た
の
不
安
・
悩
み
に

健
康
相
談

　

生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
管
理
、

肥
満
、
禁
煙
な
ど
健
康
に
関
す
る

困
り
ご
と
に
、
次
の
日
程
で
相
談

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
、

カ
ル
ム
五
條
の
保
健
師
が
応
援
！

■
日
時　

４
月
18
日
（
水
）

※
毎
月
第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。（
日
程
が
変
更
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。）

■
時
間　

①
９
時
30
分
〜
10
時
30

分
、②
11
時
〜
12
時
、③
13
時
30

分
〜
14
時
30
分
、④
15
時
〜
16
時

※

相
談
は
予
約
制
で
す
。
事
前
に

カ
ル
ム
五
條
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
内
容　

保
健
師
に
よ
る
個
別
相

談
（
希
望
者
に
は
血
圧
測
定
・

尿
検
査
・
体
脂
肪
測
定
）

■
費
用　

無
料

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

（
内
線
２
９
０
）

（
内
線
２
９
０
）

※毎月相談を開催しています。（日程は裏表紙の市民ごよみで確認してください）

９時９時〜 16 時16 時 急病患者の応急処置急病患者の応急処置
４⽉・５⽉ ４⽉・５⽉ 休⽇休⽇の救急診療救急診療・在宅当番医在宅当番医

   ４月４月１日（日）１日（日） ８日（日）８日（日） １５日（日）１５日（日） ２２日（日）２２日（日）

２９日（日・祝）２９日（日・祝）

二見４丁目２－４
寒川医院

☎２２・２１２０

五條 1丁目７－５
辻田クリニック
☎２５・４１４５

本町１丁目７－23
後藤医院

☎２２・２６９５

中之町１７７１－３３
杉崎医院

☎２４・０００３

五條３丁目２－20
中西クリニック
☎２５・２７６０

３０日（月）３０日（月）

中之町１６１７－１
田畑医院

☎２５・１２１１

４月１日（日） ８日（日） １５日（日） ２２日（日）

２９日（日・祝） ３０日（月）

９時〜 16 時 急病患者の応急処置
４⽉・５⽉ 休⽇の救急診療・在宅当番医

   ５月５月３日（木・祝）３日（木・祝） ４日（金４日（金・祝・祝） ５日（土・祝） ６日（日）

１３日（日）１３日（日）

新町２丁目３－８
槇野医院

☎２２・２００４

須恵 2丁目１－25
山田医院

☎２２・２０３９

岡口１丁目２－22
右馬医院

☎２２・２２８１

野原西４丁目９-25
中谷内科医院
☎２２・３６８３

窪町１２６－１
前防医院

☎２２・２０７２

２０日（日）２０日（日）

今井４丁目１－16
ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ
☎２５・５５２５

５月３日（木・祝） ４日（金・祝） ５日（土・祝） ６日（日）

１３日（日） ２０日（日）

須恵２丁目６－21
足立医院

☎２５・３９３９

２７日（日）２７日（日）２７日（日）

応急を要する
内科・小児科
の軽易な診療

 

 

五條市応急診療所
☎２４・００９９ 

野原西 5丁目 2－59

土・日・祝日夜間
※受付21時30分まで

１８時～２２時

 

 

☎0744・22・9683 

橿原市畝傍町９－１
毎日夜間・深夜

橿原市休日夜間応急診療所

応急を要する

小児科の診療

21時30分～６時

９ ☎２２・３６８３

1

９

※二次救急医療機関として、南奈良総合医
療センター受診を勧められた場合、まず
電話で確認してから受診してください。
（緊急の場合は対応できない場合があります。）
■問合先  ☎0747・54・5000

☎２５ ４１４５ ☎２４ ０００３

１

土 祝） ）５５日（土５日（土・祝・祝・・祝祝）））））） ６６日（日）（６日（日）

※保険証を持ってきてください。
※担当医の専門性や患者の年齢、症状により、
二次救急医療機関の診療を勧める場合があ
ります。受診前に電話で確認してください。
※マスクを着用して来てください。

■問合先
　カルム五條
　（内線 290）

17 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１
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第 107 回

 The approved vacation from the Board of Education 
have sent me and my family to the Philippines for two weeks. 
During our vacation I had a lot of interesting experiences that I 
missed for a long time. The first three days were spent with my 
family, brothers and sisters and their families to visit beautiful 
places frequented by foreign tourists in the Philippines. It was 
an amazing tour, an opportunity to feel the magic offered by 
nature, and a wonderful family bonding time.
 But what made my vacation feel more fruitful and 
something to be very proud of were the success stories I heard 
from my high school classmates. It was the day before I was 
going back home to Japan when I accidentally met one of my 
high school classmates while visiting the historic church of my 
hometown. We were both surprised and couldn’t help but hug 
each other as we hadn't seen each other for a long time. Then 
an unplanned reunion was organized and my classmate Jenny 
immediately contacted our classmates who stayed in our 
hometown. With this short notice, there were around 12 
classmates who made it to be with us on that day. Then, that 
moment was filled with laughter and surprises. It also amazed 
and excited me to hear the success stories of my classmates. 
Some of my classmates entered the medical profession and 
became nurses and doctors. Some are serving local hospitals 
and some are practicing abroad. Others are successful 
engineers, architects, or even entrepreneurs who are 
passionate about business and merchandising. It also amazed 
me to know that one of my classmates became a priest. Others 
entered the noble profession of being a teacher and one of 
them became a college professor. Eventually he became the 
dean of one of the most prestigious universities in Manila.
 I had a wonderful time with my family and I was 
very glad to hear the value of education from my classmates.

　有給休暇を利用して、私は家族と（故郷である）フィリピンに2
週間帰りました。その休暇中、私はしばらく遠のいていたたくさ
んのおもしろい経験をしました。最初の3日間は兄弟や姉妹とその
家族と共に、外国人観光客がよく行くフィリピンの美しい場所を
訪れて過ごしました。自然と素晴らしい家族をつなぐ時間の中で、
その魅力を感じるとても良い旅行になりました。
　
　しかし、高校時代の級友たちの成功話を聞くことで、私の休暇
はより実りある誇らしいものになりました。それはちょうど日本
に帰る前日で、由緒ある町の教会を訪れていた時でした。私は偶
然に、高校時代の友人の一人に会いました。長い間会っていなか
ったので、私たちは驚き、抱き合わずにはいられませんでした。
急きょ同窓会が開かれることになり、友人のジェニー（Jenny）が、
町に住むクラスメート達に声をかけてくれました。この急な連絡
にもかかわらず、12人ほどの同級生がその日に集まってくれまし
た。そして、それは笑いと驚きに満ちた時間になりました。私は
友人らの成功話を聞いて、驚き興奮しました。医療の専門職につ
き看護師や医師になった友達は、地元の病院で勤務したり、海外
で研修を受けたりしていました。また、エンジニアや建築家にな
った者、ビジネスとマーチャンダイジング（merchandising, 販売
促進・宣伝などを含めての商品の販売戦略を立てること）に力を
注いでいる者もいました。聖職者になった人がいたことにはとて
も驚きました。他にも、教師など立派な職業に就いた友人もいて、
その内の一人はマニラでも名門の大学の学部長になっていました。
　
　家族との素晴らしい時間を過ごし、級友たちから価値ある教育
の話を聞けてとてもうれしかったです。

A Worth Remembering 記憶に残る休暇

　学ぶことの美徳は、自身が学んで身につけたことは誰も奪う
ことができないところにあります。家族は愛であり、教育は両
親からの贈り物です！

図書館

図書館HP
蔵書検索

図
書
館
だ
よ
り

お
知
ら
せ

■
問
合
先　

市
立
図
書
館

☎
２
２
・
４
１
３
３
（
水
曜
休
館
）

新
刊
本
棚

４ 月

新

図
書
館
司
書

　

お
ス
ス
メ

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

　

こ
ど
も
の
読
書
週
間

に
合
わ
せ
、
図
書
館
司

書
お
す
す
め
の
児
童
書

や
絵
本
を
展
示
。
こ
の

期
間
は
10
冊
を
２
週
間

貸
し
出
し
し
ま
す
。すーくん

五條市立
図書館
c

　The beautiful thing about learning is nobody can take it away 
from you. And family is love and education is inheritance from 
our parents!

え
ほ
ん
の
と
び
ら

　

４
月
14
日
（
土
）

 

　

10
時
30
分
〜

お
は
な
し
会

　

４
月
22
日
（
日
）

 

　

10
時
30
分
〜

素晴らしい時間を過ごし、級友たちから価
てとてもうれしかったです。

奪う
両

way 
m 

こんに
ちは、

　

谷 ロ
ーシダ

イトで
す

司
書
が
お
す
す
め
す
る

手
塚
治
虫

手
塚
治
虫
／
編

子
ど
も
の
未
来
社

子
ど
も
の
未
来
社

「
何
度
も
何
度
も
悲
し
み
が

「
何
度
も
何
度
も
悲
し
み
が

訪
れ
よ
う
と
、
す
ず
め
は
前

訪
れ
よ
う
と
、
す
ず
め
は
前

を
向
い
て
私
を
驚
か
せ
る
の

を
向
い
て
私
を
驚
か
せ
る
の

で
す
」
ひ
な
を
必
死
に
守
る

で
す
」
ひ
な
を
必
死
に
守
る

母
親
す
ず
め
の
、
強
く
優
し

母
親
す
ず
め
の
、
強
く
優
し

い
姿
を
描
い
た
お
話
。

い
姿
を
描
い
た
お
話
。

かたあしの母すずめかたあしの母すずめ

荻
原
荻
原 

浩
／
著　
　

光
文
社

著　
　

光
文
社

海馬の尻尾海馬の尻尾

　

75
歳
で
笹
餅
屋
を
起
業
し

歳
で
笹
餅
屋
を
起
業
し
、

90
歳
を
過
ぎ
た
今
も
１
年
で

歳
を
過
ぎ
た
今
も
１
年
で

５
万
個
の
笹
餅
を
作
っ
て
い

５
万
個
の
笹
餅
を
作
っ
て
い

る
津
軽
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

る
津
軽
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
の
人
生
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
人
生
に
つ
い
て

語
る
。
レ
シ
ピ
も
掲
載
。

語
る
。
レ
シ
ピ
も
掲
載
。

桑
田
ミ
サ
オ

桑
田
ミ
サ
オ
／
著　
　

小
学
館

著　
　

小
学
館

おかげさまで、おかげさまで、
注文の多い笹餅屋です注文の多い笹餅屋です

歴史を作った歴史を作った
世界の五大科学者世界の五大科学者

椋 

鳩
十
鳩
十
／
作　

大
島
妙
子

作　

大
島
妙
子
／
絵

理
論
社

理
論
社

春
間
美
幸

春
間
美
幸
／
作

宮
尾
和
孝

宮
尾
和
孝
／
絵　

講
談
社

絵　

講
談
社

どうくつをどうくつを
こねる糸川くんこねる糸川くん

人体の人体の
ふしぎな話365ふしぎな話365

坂
井
建
雄

坂
井
建
雄
／
監
修　

ナ
ツ
メ
社

監
修　

ナ
ツ
メ
社

イ
ン
フ
ォ
ビ
ジ
ュ
ア
ル

イ
ン
フ
ォ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
研
究
所

研
究
所
／
著

太
田
出
版

太
田
出
版

図解でわかる図解でわかる
14歳から知って14歳から知って
おきたいＡＩおきたいＡＩ

浦
島
茂
世

浦
島
茂
世
／
著　
　

ジ
ー
・
ビ
ー

著　
　

ジ
ー
・
ビ
ー

日本の日本の
美術館めぐり美術館めぐり

ご
ま
ふ
だ

児
童
書
展
示

■
期
間

　

４
月
21
日
（
土
）

　
　

〜
５
月
13
日
（
日
）

かたあしの母すずめ

海馬の尻尾
おかげさまで、
注文の多い笹餅屋です

歴史を作った
世界の五大科学者

どうくつを
こねる糸川くん

人体の
ふしぎな話365

図解でわかる
14歳から知って
おきたいＡＩ

日本の
美術館めぐり

手
塚
治
虫
／
編

子
ど
も
の
未
来
社

「
何
度
も
何
度
も
悲
し
み
が

訪
れ
よ
う
と
、
す
ず
め
は
前

を
向
い
て
私
を
驚
か
せ
る
の

で
す
」
ひ
な
を
必
死
に
守
る

母
親
す
ず
め
の
、
強
く
優
し

い
姿
を
描
い
た
お
話
。

荻
原 

浩
／
著　
　

光
文
社

　

75
歳
で
笹
餅
屋
を
起
業
し
、

90
歳
を
過
ぎ
た
今
も
１
年
で

５
万
個
の
笹
餅
を
作
っ
て
い

る
津
軽
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
の
人
生
に
つ
い
て

語
る
。
レ
シ
ピ
も
掲
載
。

桑
田
ミ
サ
オ
／
著　
　

小
学
館

椋 

鳩
十
／
作　

大
島
妙
子
／
絵

理
論
社

春
間
美
幸
／
作

宮
尾
和
孝
／
絵　

講
談
社

坂
井
建
雄
／
監
修　

ナ
ツ
メ
社

イ
ン
フ
ォ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
研
究
所
／
著

太
田
出
版

浦
島
茂
世
／
著　
　

ジ
ー
・
ビ
ー
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ごご に
、
当
時
金
剛
山
上
で
葛
木
神
社
と
共
に
、
大

法
場
と
さ
れ
て
い
た
金
剛
山
転
法
輪
寺
が
廃
寺

と
な
っ
た
た
め
、
地
福
寺
（
久
留
野
町
）
に
、

本
尊
法
起
菩
薩
（
高
さ
２
２
７
㎝
・
胎
内
仏
は

高
さ
19
㎝
）
を
は
じ
め
、
白
鵬
７
年
（
6
7
8

年
）
役
行
者
が
降
雨
祈
願
を
し
た
と
い
う
壺
や
、

役
行
者
の
法
衣
、
象
の
骨
、
蛇
の
骨
な
ど
が
移

管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

岡
家
に
残
る
木
製
の
行
者
札
は
1
7
8
枚

あ
り
ま
す
。
金
剛
山
上
の
寺
院
の
札
が
最
も
多

く
、
実
相
院
、
長
床
坊
、
石
寺
な
ど
、
現
在
は

す
で
に
無
く
な
っ
た
寺
院
や
行
者
場
の
名
が
記

録
さ
れ
て
お
り
、
行
者
場
の
活
動
を
実
証
す
る

と
い
う
意
味
で
貴
重
な
資
料
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
銀
峯
山
（
西
吉
野
町
）
波
宝
神
社
境
内
に

あ
っ
た
神
宮
寺
は
文
久
３
年
（
1
8
6
3
年
）

天
誅
（
忠
）
組
の
本
陣
と
な
っ
た
寺
で
、
有
栖

川
宮
韶
仁
親
王
の
祈
願
所
で
あ
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　

鬼
正
と
い
う
名
の
行
者
に
よ
る
大
峰
山
の

護
摩
札
は
、
役
行
者
が
前
鬼
と
共
に
従
え
て
い

た
と
い
う
後
鬼
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も

の
で
し
ょ
う
。
後
鬼
の
名
は
五
鬼
継
、
五
鬼
熊
、

五
鬼
上
、
五
鬼
助
、
五
鬼
童
の
５
家
に
継
が
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
後
鬼
正
の
名
は
、

珍
し
い
資
料
で
す
。

　
　

野
山
の
修
験
者
の
記
録
は
29
枚
。
４
月
か

ら
６
月
ま
で
、
「
空
海
と
二
匹
の
犬
」
を
テ
ー

マ
に
、
山
に
祈
り
を
求
め
た
民
間
信
仰
の
足
跡

を
展
示
し
ま
す
。

（
文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村 

優
理

入社 8年目長野彰吾

天理市から五條市へ移転し、大規模な配送センターにパワーアップ
しました。より良い職場環境づくりの為、全員で協力しています。

　全国からの注文を受け、正確にいち早くお客様に商品を届けるこ

とができるように、日々改善改良に取り組んでいます。職場では、活

気ある幅広い年齢層の方々が各セクションで活躍しており、常にお

客様目線での作業を行っております。毎日が充実した楽しい仕事場

です。

五條市の元気な企業と従業員 FILE.034 株式会社カクダイ 五條配送センター
このコーナーでは市内の企業と、そこで働く若者を紹介。市内での就職を促進し、元気なまちづくりをめざします。

株式会社カクダイ 五條配
送センター（出屋敷町 14

5 番地 11）

☎０７４７・２６・５７０
１

■問合先 企業観光戦略課（内線 215）

月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日）　入館料（大人300円、小人200円）　■藤岡家住宅☎22・4013（近内町526）
　
　

を
聖
域
と
考
え
て
修
行
す
る
修
験
道
は
、

同
じ
く
山
に
修
行
し
て
自
然
の
力
を
求
め
よ
う

と
す
る
山
岳
仏
教
と
結
び
つ
き
、
平
安
時
代
に

は
空
海
が
伝
え
た
真
言
宗
の
密
教
（
東
密
）
や
、

最
澄
の
天
台
宗
（
台
密
）
の
寺
院
と
共
存
す
る

形
で
、
山
を
巡
る
信
仰
の
文
化
圏
が
発
達
し
ま

し
た
。

　
　

界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」

は
和
歌
山
県
・
奈
良
県
・
三
重
県
に
ま
た
が
る

３
つ
の
霊
場
（
吉
野
・
大
峰
・
熊
野
三
山
、
高

野
山
）
と
そ
の
参
詣
道
（
熊
野
参
詣
道
、
大
峯

奥
駈
道
、
高
野
山
町
石
道
）
を
対
象
と
し
た
も

の
で
、
大
塔
町
の
大
峯
山
脈
を
通
る
道
も
、
こ

れ
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
大

和
大
峰
山
の
修
験
を
金
剛
界
修
験
、
葛
城
山
脈

の
修
験
を
胎
蔵
界
修
験
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
山

伏
必
修
の
修
行
場
で
し
た
。
山
に
囲
ま
れ
た
五

條
市
に
は
、
葛
城
修
験
の
足
跡
も
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

城
修
験
は
、
修
験
道
の
開
祖
役
行
者
が
法

華
経
を
埋
め
た
と
言
わ
れ
る
経
塚
「
葛
城
二
十

八
宿
」
を
中
心
に
し
て
お
り
、
古
刹
大
澤
寺

（
大
澤
町
）
も
そ
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
慶
応

４
年
３
月
（
同
年
９
月
８
日
明
治
と
改
元
）
に

太
政
官
か
ら
発
布
さ
れ
た
神
仏
分
離
令
を
契
機

見取り図案内其の百十二

◎
展
示
案
内　

６
月
24
日（
日
）ま
で

「
空
海
と
二
匹
の
犬
」展

Nagano Shougo

葛

五條に残る山への祈りの足跡

高

世

会社概要
内容　「水と住まいの接点にある製品を追求し、生活の質の向上に貢
献する。」というモットーのもと、カクダイはお客様により喜んで頂
ける製品の提供を目指しています。
代表者　　代表取締役社長　永島 康博
操業年月日　　平成 25年 5月 7日　（創業　明治 12年）
従業員　499 人（うち五條 85人）（平成 29年 12 月 31 日時点）

山

し
ゅ
げ
ん
ど
う

（
写
真
）銀
峯
山
神
宮
寺
の
祈
祷
札
と

　
　
　

後
鬼
正
の
名
の
入
っ
た
大
峰
山
の
祈
祷
札 手

塚
治
虫
／
編

子
ど
も
の
未
来
社

「
何
度
も
何
度
も
悲
し
み
が

訪
れ
よ
う
と
、
す
ず
め
は
前

を
向
い
て
私
を
驚
か
せ
る
の

で
す
」
ひ
な
を
必
死
に
守
る

母
親
す
ず
め
の
、
強
く
優
し

い
姿
を
描
い
た
お
話
。

かたあしの母すずめ

荻
原 

浩
／
著　
　

光
文
社

海馬の尻尾

　

75
歳
で
笹
餅
屋
を
起
業
し
、

90
歳
を
過
ぎ
た
今
も
１
年
で

５
万
個
の
笹
餅
を
作
っ
て
い

る
津
軽
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
の
人
生
に
つ
い
て

語
る
。
レ
シ
ピ
も
掲
載
。

桑
田
ミ
サ
オ
／
著　
　

小
学
館

おかげさまで、
注文の多い笹餅屋です

歴史を作った
世界の五大科学者

椋 

鳩
十
／
作　

大
島
妙
子
／
絵

理
論
社

春
間
美
幸
／
作

宮
尾
和
孝
／
絵　

講
談
社

どうくつを
こねる糸川くん

人体の
ふしぎな話365

坂
井
建
雄
／
監
修　

ナ
ツ
メ
社

イ
ン
フ
ォ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
研
究
所
／
著

太
田
出
版

図解でわかる
14歳から知って
おきたいＡＩ

浦
島
茂
世
／
著　
　

ジ
ー
・
ビ
ー

日本の
美術館めぐり

物流業務（入荷・品出し・検品・梱包）

藤後

た
い
み
つ

と
う
み
つ

こ
ん
ご
う
か
い
し
ゅ
げ
ん

た
い
ぞ
う
か
い
し
ゅ
げ
ん

か
つ
ら
ぎ
し
ゅ
げ
ん

え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

だ
い
た
く
じ

ほ
う
き
ぼ
さ
つ

か
ん

い

あ
り
す

が
わ
の
み
や
つ
な
ひ
と
し
ん
の
う

ご

き
せ
い

ご
ま
ふ
だ

ご
ま
ふ
だ

ご
ま
ふ
だ

ぜ
ん
き

ご　

き

ご
き
つ
ぐ

ご
き
く
ま

ご
き
じ
ょ
う

ご
き
じ
ょ

ご
き
ど
う
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紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

（
５
歳
ま
で
の
児
童
と
保
護
者
）

■
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

え
ほ
ん
の
広
場

毎週
火・木

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

  
五
條
児
童
館

五
條
児
童
館

　

毎
月
１
回
、
児
童
館
で
子
ど
も

の
身
長
、
体
重
を
計
測
し
ま
す
。

■
日
時　

第
１
月
曜
日

　

９
時
〜
17
時
（
い
つ
で
も
）

お
お
き
く
な
っ
て
ね
！

成
長
の
記
録
を
残
そ
う

本
や
お
話
に
親
し
も
う

　

五
條
児
童
館
は
、
市
内
に
在
住

す
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
が

自
由
に
過
ご
せ
る
施
設
で
す
。
友

だ
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
読

書
や
宿
題
を
し
た
り
、
楽
し
く
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

２
２
・
２
２
２
８

第 1
月曜日（

平
日

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
開
館
）

分
開
館
）

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

  
五
條
児
童
館

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
開
館
）

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

　

額
が
改
定
さ
れ
ま
す

　

平
成
30 

年
４
月
分
（
８
月
振
込

分
）
か
ら
、
物
価
変
動
に
あ
わ
せ

て
増
額
改
定
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
先

　

児
童
福
祉
課
（
内
線
３
６
６
）

　

西
吉
野
支
所
・
大
塔
支
所

４
月
分
か
ら

■児童扶養手当
区分 改定前 改定後

第
２
子
加
算
額

本
体
額

第
３
子
以
降
加
算
額

42,490円～10,030円
（+210円～+50円）

42,500円（+210円）

10,030円～5,020円
（+50円～+20円）

10,040円（+50円）

6,010円～3,010円
（+30円～+10円）

6,020円（+30円）

一部支給

全部支給

一部支給

全部支給

一部支給

全部支給

42,280円
～9,980円

42,290円

9,980円
～5,000円

9,990円

5,980円
～3,000円

5,990円

■特別児童扶養手当

区分 改定前 改定後

１級

２級

51,700円（+250円）

34,430円（+160円）

51,450円

34,270円

■手当の平成 30年度の定時支払日■手当の平成 30年度の定時支払日
■児童手当■児童手当　６月８日（金）、10月 10日（水）、　６月８日（金）、10月 10日（水）、
　　　　　　平成 31年２月 8日（金）　　　　　　平成 31年２月 8日（金）
■児童扶養手当■児童扶養手当　４月 11日（水）、８月 10日（金）、　４月 11日（水）、８月 10日（金）、
　　　　　　　　12月 11日（火）　　　　　　　　12月 11日（火）
■特別児童扶養手当特別児童扶養手当　４月 11日（水）、８月 10日（金）、　４月 11日（水）、８月 10日（金）、
　　　　　　　　　11月９日（金）　　　　　　　　　11月９日（金）
※指定された金融機関の口座を確認してください。※指定された金融機関の口座を確認してください。

■手当の平成 30年度の定時支払日
■児童手当　６月８日（金）、10月 10日（水）、
　　　　　　平成 31年２月 8日（金）
■児童扶養手当　４月 11日（水）、８月 10日（金）、
　　　　　　　　12月 11日（火）
■特別児童扶養手当　４月 11日（水）、８月 10日（金）、
　　　　　　　　　11月９日（金）
※指定された金融機関の口座を確認してください。

ぴよぴよの広場ぴよぴよの広場

毎週火曜10時～11時
（生後６か月～H29.4/2生対象 )

０歳児
　対象

バンビの広場バンビの広場

毎週水曜10時～11時
（H28.4/2～H29.4/1生対象）

１歳児
対象

おたまじゃくしの広場おたまじゃくしの広場

毎週木曜10時～11時
（H27.4/2～H28.4/1生対象）

２歳児
 対象

１歳～
　５歳

つどいの広場つどいの広場

毎週月・金曜日
9時30分～11時30分
（カルム五條で開催・申込不要）

ぴよぴよの広場バンビの広場おたまじゃくしの広場つどいの広場

　

５
月
の
こ
ど
も
の
日
を
祝
っ
て
、

五
條
児
童
館
で
小
学
生
を
対
象
に

「
こ
ど
も
の
日
の
集
い
」
を
開
催

し
ま
す
。
楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
遊
び

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
お
友
達
を

誘
っ
て
遊
び
に
来
て
ね
。

■
日
時　

５
月
19
日
（
土
）

　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
対
象
者　

小
学
生

■
場
所　

五
條
児
童
館

■
持
ち
物　

上
靴
、
タ
オ
ル
、

　

水
分
補
給
で
き
る
飲
み
物

■
費
用　

無
料

■
申
込
締
切　

５
月
11
日
（
金
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

こ
ど
も
の
日
の
集
い

こ
ど
も
の
日
の
集
い

5/19
（土）

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

こ
ど
も
の
日
の
集
い

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！
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■問合先　五條消防署　☎２２・３３１０消防トピックス消防トピックス消防トピックス

　

春
季
火
災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
、

消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
を
代
表
し

て
意
見
発
表
会
に
出
場
し
た
五
條
消

防
署
大
塔
分
署
・
西
浦
和
弘
消
防
士

長
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
搬
送
と
い

う
画
期
的
な
発
表
内
容
で
、
４
月
20

日
に
京
都
市
で
開
催
さ
れ
る
東
近
畿

支
部
消
防
職
員
意
見
発
表
会
に
奈
良

県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

多
様
化
す
る
災
害
に
備
え
、
安
全

で
安
心
な
市
民
生
活
を
守
る
た
め
に

様
々
な
新
し
い
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
み
な
さ
ん
に
信
頼
さ

れ
る
消
防
を
目
指
し
て
職
員
一
同
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

危険物取扱者・消防設備士試験日程
　平成 30 年度は次の日程で試験が実施されます。
※平成 30 年５月の申請分から試験手数料が改定され
ます。詳しくはホームページで確認してください。

■試験会場　天理大学（天理市杣之内町 1050）
■問合先　（一財）消防試験研究センター奈良県支部
☎0742・27・5119（平日 9時～ 17 時）

回数

第２回
第１回

第３回

第４回

試験日
書面申請 電子申請

願書受付期間

４月６日～ 13 日
７月５日～ 12 日
10 月５日～ 15 日

４月３日～ 10 日５月 20 日（日）
８月 19日（日）
11月18日（日）
平成 31年
２月 17 日（日）

７月２日～９日
10月２日～ 12 日

平成 31 年
１月７日～ 15 日

平成 31 年
１月４日～ 12 日

６月 17 日（日）
９月 23日（日）
12月23日（日）第３回

第２回
第１回

試験日 書面申請 電子申請
願書受付期間

回数

５月７日～ 14 日 ５月４日～ 11 日
８月９日～ 16 日 ８月６日～ 13 日
11 月 15 日～ 22 日 11 月 12 日～ 19 日

▼危険物取扱者試験

▼消防設備士試験

※願書の直接持ち込みは平日のみ

※願書の直接持ち込みは平日のみ

３/１
（木）

奈
良
県

消
防
職
員
意
見
発
表
会
で

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
西
浦
和
弘
消
防
士
長

最
優
秀
賞
を
受
賞

春
季
火
災
予
防
運
動

牧
野
小
学
校
で

　

消
防
訓
練
を
実
施
！

　

教
職
員
に
よ
る
１
１
９
番

通
報
・
避
難
誘
導
・
初
期
消

火
訓
練
を
実
施
し
、
そ
の
重

要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
児
童
の
防
火
意

識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
條
消
防
署
、
南

部
方
面
隊
、
大
淀
消
防
署
、

五
條
市
消
防
団
が
連
携
し
て

消
火
・
救
急
・
救
助
訓
練
も

実
施
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

  

五
條
児
童
館

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
開
館
）

■手当の平成 30年度の定時支払日
■児童手当　６月８日（金）、10月 10日（水）、
　　　　　　平成 31年２月 8日（金）
■児童扶養手当　４月 11日（水）、８月 10日（金）、
　　　　　　　　12月 11日（火）
■特別児童扶養手当　４月 11日（水）、８月 10日（金）、
　　　　　　　　　11月９日（金）
※指定された金融機関の口座を確認してください。

ぴよぴよの広場バンビの広場おたまじゃくしの広場つどいの広場

こ
ど
も
の
日
の
集
い

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

　

BS
放
送
の
歴
史
番
組
で
お
な
じ
み

の
「
ひ
げ
の
梶
さ
ん
」
こ
と
梶
本
晃

司
さ
ん
と
、
J
R
五
条
駅
か
ら
２
つ

の
国
宝
を
有
す
る
榮
山
寺
を
は
じ
め
、

市
内
の
歴
史
遺
産
を
巡
り
ま
す
。
五

條
の
歴
史
を
ひ
げ
の
梶
さ
ん
が
詳
し

く
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

ひ
げ
の
梶
さ
ん　
　
　
　

と
行
く

天
平
の
語
り
部
と
の
出
会
い
を
求
め
て

ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア
ー

■
申
込
・
問
合
先　

や
ま
と
び
と

ツ
ア
ー
ズ

☎
０
７
４
４
・
４
３
・
８
２
０
５

（
受
付
時
間
：
平
日
９
時
〜
17
時
）

４/21
（土）

JR 五条駅（９時 30 分集合・出発）➡
笠の辻地蔵➡荒木神社➡岩神神社➡
観音寺➡榮山寺➡御霊神社➡宇智川
麿崖碑➡安生寺➡宇智神社➡JR 五条
駅（15 時 30 分 解散予定）
※全行程徒歩移動

行程表

4/22
（日）

五
條
歴
史
ゆ
か
り
の
地
歩
き
マ
ッ
プ
第
２
弾
発
刊
記
念

■
開
催
日　

４
月
21
日
（
土
）・

　

22
日
（
日
）

■
時
間　

両
日
と
も
J
R
五
条
駅
に

９
時
30
分
集
合

■
定
員　

両
日
先
着
各
30
人

■
参
加
料　

２
０
０
０
円

※

記
念
品
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ
付

※

保
険
料
、
消
費
税
を
含
む
。

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
弁
当
、
タ
オ

ル
ほ
か

※

弁
当
（
追
加
１
０
８
０
円
）
が
必

要
な
人
は
申
込
み
時
に
注
文
し
て

く
だ
さ
い
。

■
服
装　

歩
き
や
す
い
服
装
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おしらせ・イベント　

５
月
13
日
（
日
）
８
時
30
分
に

上
野
公
園
総
合
体
育
館
で
総
合
開

会
式
を
行
い
、
各
競
技
を
実
施
し

ま
す
。

■
申
込
締
切
　

４
月
16
日
（
月
）

※

た
だ
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
４

月
23
日
（
月
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
は
５
月
13
日
（
日
）、
軟
式

野
球
は
８
月
13
日
（
月
）、
テ
ニ

ス
は
８
月
24
日
（
金
）

※

各
競
技
の
要
項
、
申
込
書
の
配

布
と
受
付
は
生
涯
学
習
課
ま
で
。

■
申
込
・
問
合
先 　

生
涯
学
習
課

　

（
内
線
８
１
２
・
８
２
２
）

第
36
回

市
民
球
技
大
会

　

参
加
者
募
集

五
條
市
体
育
協
会
主
催

ゲートボール
5/13
（日）

②市内在住か市内事業
所に勤務する人

③牧野ゲートボール場

グラウンドゴルフ
5/27
（日）

②市内在住か市内に勤務する人
③阿田峯公園多目的グラウンド

ペタンク
5/15
（火）

①ダブルス（１チーム２人、
　１人ボール３個）
②市内在住か市内に勤務する人
③健民運動場

バレーボール

5/27
（日）

①ジュニアの部、中学生の部、
一般の部

②ジュニア、中学生の部は市内
の小中学生。一般の部は市内
在住か市内に勤務する人

③上野公園総合体育館

ソフトテニス

5/13
（日）
5/1
（日

①一般・高校生の部、中学生
の部、ＯＧの部

※２種出場は不可。
②市内在住か市内に勤務する

人。学生は 11 歳以上。ＯＧ
の部は初心者に限る。

③五條高校テニスコート

卓球 5/13
（日）

①一般・小中学生の部　シング
ルス（男女別）、ラージボール
の部　シングルス（男女共）

②市内在住か市内に勤務する人、
および市内の小中高生

③上野公園総合体育館

ソフトボール

5/13
（日）

①ジョイフルスローピッチソ
フトボールの部

②市内在住の人（地区体育協
会編成のチームおよびソフ
トボールチーム）

③健民運動場

サッカー

5/13
（日）

①中学生の部、一般の部（男女別）
②市内在住か市内事業所に勤務

する人、および市内の中学校・
高校に在籍する人

③阿田峯公園グラウンド・五條
西中学校

バスケットボール

5/13
（日）

①小学校の部、中学校の部、
　高校の部、一般の部
②選手 15 人以内、監督１人、

コーチ１人、マネージャー１
人の計 18 人以内。市内在住
か市内に勤務する人、および
市内の学校に在籍する人

③五條西中学校

テニス

9/9
（日）
9
（

①男子ダブルス、女子ダブルス、
混合ダブルス

※２種出場は不可。
②市内在住か市内に勤務する人、

および市内の学校に在籍する人
③ 上野公園テニスコート

軟式野球
9/9
（日）

②市内在住か市内に勤務する人
③上野公園野球場

■競技種目
　①募集部門②参加資格
　③会場

■
日
時　

５
月
20
日
（
日
）

　

12
時
30
開
始
（
12
時
開
場
）

■
場
所　

五
條
小
学
校
体
育
館

■
対
象　

小
学
生
（
１
〜
６
年
生
）

お
よ
び
園
児
（
年
中
・
年
長
）

の
男
女
（
先
着
１
０
０
人
）

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※

今
年
度
開
催
さ
れ
た
他
の
わ
ん

ぱ
く
相
撲
に
出
場
し
た
人
は
、

五
條
場
所
に
出
場
で
き
ま
せ
ん
。

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
・
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ

■
申
込
方
法　

５
月
11
日
（
金
）

ま
で
に
各
幼
稚
園
、
保
育
所
、

小
学
校
で
配
布
す
る
申
込
用
紙

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
主
催
・
申
込
・
問
合
先　

一
般

社
団
法
人　

五
條
青
年
会
議
所

☎
２
３
・
０
３
０
４

第
25
回

　

わ
ん
ぱ
く
相
撲

　

五
條
場
所撲

第
21
回

五
條
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

五
條
市
生
活
学
校

　

平
成
30
年
度
生
募
集

　

元
気
な
ち
び
っ
こ
力
士
の
参
加

を
待
っ
て
い
ま
す
。
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おしらせ・イベント
第
41
回

公
民
館
祭
4/21
（土）

4/22
（日）

川
開
き

フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８ 4/29

（日・祝）

　

市
内
の
各
地
区
公
民
館
で
学
ぶ
人
々
が
、
学
習
成
果
を
発
表
・
展
示
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
企
画
部
門

▼
21
日
・
22
日　

９
時
〜
16
時

　

手
作
り
雑
貨
、
中
華
料
理
、
お

茶
席
、
た
こ
焼
き
、
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
、
手
打
ち
そ
ば
、
カ
レ
ー
他

■
公
民
館
の
集
い
（
式
典
）

▼
21
日　

10
時
〜
（
市
民
会
館
）

■
発
表
部
門　

36
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
、団
体
の
発
表（
市
民
会
館
）

▼
21
日　

10
時
40
分
〜
15
時
50
分

第
一
部　

大
正
琴
、
尺
八
・
箏
、

子
供
朗
読
、
日
本
舞
踊

第
二
部　

大
正
琴
、
詩
吟
、
朗
読
、

新
舞
踊
、
日
本
舞
踊
、
篠
原
お

ど
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

▼
22
日　

10
時
〜
15
時
40
分

第
一
部　

女
声
合
唱
、
混
声
合
唱
、

女
声
コ
ー
ラ
ス
ポ
ポ
ロ
、
和
太

鼓
お
囃
子

第
二
部　

大
正
琴
、
新
舞
踊
、
日

本
舞
踊
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
新

舞
踊
、
舞
踊
、
ぼ
ち
ぼ
ち
体
操
、

吹
奏
楽

■
展
示
部
門　

36
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
、
団
体
の
作
品

　
（
中
央
公
民
館
・
市
民
会
館
）

▼
21
日
・
22
日　

９
時
〜
16
時　

お
茶
席
、
生
花
、
組
紐
、
手
作

り
石
鹸
・
化
粧
品
、
マ
ク
ラ
メ
、

押
絵
、
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、

手
描
き
染
色
、洋
裁
、手
芸
・
編
物
、

フ
ル
リ
ー
ル
、
子
供
絵
画
、
子

供
と
本
の
会
、
幼
児
教
室
、
郷

土
児
童
文
学
の
研
究
、
写
真
、

書
道
、
水
墨
画
、
ペ
ン
習
字
・

絵
手
紙
、
水
彩
画

■
一
品
持
ち
寄
り
バ
ザ
ー
即
売

▼
22
日　

12
時
30
分
〜

■
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

　

春
の
河
川
敷
を
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り

を
見
な
が
ら
、
吉
野
川
に
住
む
魚
の

ミ
ニ
水
族
館
、
金
魚
す
く
い
、
ゆ
る

キ
ャ
ラ
イ
ベ
ン
ト
、
大
道
芸
な
ど
親

子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
満
載
で
す
。

■
問
合
先　

吉
野
川
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
（
企
業
観
光
戦

略
課
内
）（
内
線
２
１
５
）

■
日
程　

４
月
29
日
（
日
・
祝
）

　

10
時
〜
15
時
（
荒
天
中
止
）

■
場
所　

吉
野
川
河
川
敷

　
（
大
川
橋
上
流
側
）

■
駐
車
場　

吉
野
川
河
川
敷

■
そ
の
他　

入
場
無
料

　

ハ
ン
デ
ィ
無
し
の
グ
ロ
ス
競
技

で
、
上
位
５
人
に
国
体
奈
良
県
予

選
会
の
出
場
資
格
が
与
え
ら
れ
ま

す
。

■
開
催
日　

５
月
５
日（
土
・
祝
日
）

■
場
所　

プ
レ
デ
ィ
ア
ゴ
ル
フ

　
（
阪
合
部
新
田
町
４
４
１-

１
）

■
対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
人
（
先
着
１
２
０
人
）

■
費
用　

１
１
５
０
０
円

※

メ
ン
バ
ー
の
人
は
、
メ
ン
バ
ー

料
金
＋
１
０
０
０
円

※

参
加
費
・
昼
食
・
税
込
み

■
申
込
方
法　

４
月
27
日
（
金
）

ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
市

内
ゴ
ル
フ
場
、
ゴ
ル
フ
練
習
場

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

プ
レ
デ
ィ
ア

ゴ
ル
フ

☎
０
１
２
０
・
３
９
・
２
３
９
１

FAX 

２
３
・
２
３
９
４

　
「
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
暮
ら

し
方
」
を
テ
ー
マ
に
、
住
み
よ

い
社
会
作
り
に
貢
献
し
ま
せ
ん

か
。

■
募
集
期
間　

４
月
２
日
（
月
）

〜
13
日
（
金
）

■
年
会
費　

１
０
０
０
円

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習

課
（
内
線
８
２
４
）

募　集

第第
21
回

五
條
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

五
條
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

第
21
回

五
條
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

募　集

五
條
市
生
活
学
校

五
條
市
生
活
学
校

　

平
成
30
年
度
生
募
集

年
度
生
募
集

五
條
市
生
活
学
校

　

平
成
30
年
度
生
募
集

人
）

バ
ー

金
）

ん
で

、
市

習
場

ィ
ア

９
１

■
申
込
・
問
合
先

生
涯
学
習

課
（
内
線
８
２
４
）

課
（
課
（
内
線
内
線
８

）
４
）

　五條市への転入時などに窓口
で配布している自治会加入の案
内をリニューアルしました。地
域政策課窓口や市ホームページ
でも配布しています。

自治会に入りましょう！

■問合先　地域政策課　（内線 236）
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おしらせ・イベント
　　

一
般
教
養
を
高
め
、
見
聞
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

４
月
〜
平
成
31
年
３
月

の
間
に
11
回

■
場
所　

中
央
公
民
館
ほ
か

■
定
員　

先
着
２
５
０
人
（
市
内

に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
年
会
費　

２
０
０
０
円

※

通
信
費
・
事
務
費
・
利
用
団
体

会
費
を
含
む

※

館
外
学
習
参
加
費
や
教
材
費
等

は
そ
の
都
度
別
途
徴
収
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

４
月
２
日
（
月
）

９
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
受
け

付
け
し
ま
す
。

※

代
理
人
が
申
し
込
む
場
合
は
１

人
に
対
し
２
人
分
申
込
み
で
き

ま
す
。

※

詳
し
く
は
中
央
公
民
館
・
各
地

区
公
民
館
・
教
育
委
員
会
・
市

役
所
・
西
吉
野
支
所
・
大
塔
支

所
に
あ
る
「
平
成
30
年
度
公
民

館
活
動
の
ご
案
内
」
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１（
火
・
祝
休
館
）

　　

社
会
の
動
向
を
学
び
、
仲
間
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

４
月
〜
平
成
31
年
３
月

の
間
に
12
回

■
場
所　

中
央
公
民
館
ほ
か

■
定
員　

先
着
１
０
０
人
（
65
才

以
上
で
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
人
）

■
年
会
費　

２
０
０
０
円

※
通
信
費
・
事
務
費
・
利
用
団
体

会
費
を
含
む

※

館
外
学
習
参
加
費
や
教
材
費
等

は
そ
の
都
度
別
途
徴
収
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

４
月
２
日
（
月
）

９
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
受
け

付
け
し
ま
す
。

※

代
理
人
が
申
し
込
む
場
合
は
１

人
に
対
し
２
人
分
申
込
み
で
き

ま
す
。

※

詳
し
く
は
中
央
公
民
館
・
各
地

区
公
民
館
・
教
育
委
員
会
・
市

役
所
・
西
吉
野
支
所
・
大
塔
支

所
に
あ
る
「
平
成
30
年
度
公
民

館
活
動
の
ご
案
内
」
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

　

踊
っ
て
元
気
、
み
ん
な
で
楽
し

く
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

５
月
21
日
、
６
月
18
日
、

７
月
２
日
、
８
月
20
日
、
９
月

３
日
、
10
月
15
日
、
11
月
19
日
、

２
月
18
日
、
３
月
18
日

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

※

す
べ
て
月
曜
日

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
25
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
女
性
）

■
指
導
者　

堀  

栄
子
先
生

　
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
師
）

■
参
加
費　

年
会
費
５
０
０
円

※

通
信
費
・
事
務
費
・
利
用
団
体

会
費
３
０
０
円
を
含
む
。

■
持
ち
物　

ス
カ
ー
ト
ま
た
は
踊

り
や
す
い
服
装
、
水
分
補
給
で

き
る
飲
み
物
、
タ
オ
ル

■
申
込
方
法　

４
月
２
日
（
月
）

９
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
受
け

付
け
し
ま
す
。
参
加
費
を
添
え

て
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※

お
釣
り
が
い
ら
な
い
よ
う
に
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※

代
理
人
が
申
し
込
む
場
合
は
１

人
に
対
し
１
人
分
申
込
み
で
き

ま
す
。

※

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
の
募
集
は
今

回
の
み
で
、
年
度
途
中
の
募
集

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
要
予
約
・

無
料
）※

２
歳
以
上
就
学
前
の

幼
児　

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

　

ガ
ラ
ス
ボ
ト
ル
と
オ
イ
ル
と
色

と
り
ど
り
の
花
を
使
っ
て
、
可
愛

い
イ
ン
テ
リ
ア
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

※

今
回
は
２
本
作
り
ま
す
。

■
日
時　

５
月
19
日
（
土
）

　

10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

岡
本
美
佐
子
先
生

　
（
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

■
参
加
費　

２
４
０
０
円
（
材
料

費
２
０
０
０
円
、
通
信
費
・
事

務
費
・
利
用
団
体
会
費
４
０
０

円
）

■
持
ち
物　

ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、
は

さ
み
、
持
ち
帰
り
用
の
袋

■
申
込
方
法　

５
月
２
日
（
水
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
窓
口

で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

代
理
人
が
申
し
込
む
場
合
は
１

人
に
対
し
１
人
分
申
込
み
で
き

ま
す
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
要
予
約
・

無
料
）※

２
歳
以
上
就
学
前
の

幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

　

日
常
会
話
を
習
得
し
な
が
ら
中

国
と
日
本
の
文
化
の
違
い
を
比
較

し
、
相
互
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

５
月
11
日
（
金
）
〜
平

成
31
年
２
月
の
第
１
・
第
３
金

曜
日

　

19
時
15
分
〜
20
時
45
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
30
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

松
浦
範
子
（
王
麗
頴
）

先
生

■
年
会
費　

１
０
０
０
円

※

通
信
費
・
事
務
費
・
利
用
団
体

会
費
３
０
０
円
を
含
む
。

※

年
会
費
と
は
別
に
テ
キ
ス
ト
代

１
９
４
４
円
が
必
要
で
す
。

■
申
込
方
法　

４
月
２
日
（
月
）

９
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
受
け

講　座

市
民
教
養
セ
ミ
ナ
ー

市
民
教
養
セ
ミ
ナ
ー

　

参
加
者
募
集
中

　

参
加
者
募
集
中

市
民
教
養
セ
ミ
ナ
ー

　

参
加
者
募
集
中

講　座

生
き
活
き
教
室

生
き
活
き
教
室

　

参
加
者
募
集
中

　

参
加
者
募
集
中

生
き
活
き
教
室

　

参
加
者
募
集
中

講　座

ヘ
ル
ス
講
座

ヘ
ル
ス
講
座

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

ヘ
ル
ス
講
座

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

講　座

ア
ー
ト
講
座

ア
ー
ト
講
座

　

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

　

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

ア
ー
ト
講
座

　

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

ハ
ン
グ
ル
入
門
講
座

　

受
講
生
募
集
中

講　座

中
国
語
入
門
講
座

中
国
語
入
門
講
座

　

受
講
生
募
集
中

　

受
講
生
募
集
中

中
国
語
入
門
講
座

　

受
講
生
募
集
中

足
腰
か
ら
元
気
に
！

 

こ
ろ
ば
ぬ
先
の

　
　
　
　

運
動
教
室

65
歳
か
ら
の
体
づ
く
り

 

運
動
力

　
　

あ
っ
ぷ
倶
楽
部

第
１
回
長
屋
門
わ
く
わ
く
講
座

  

サ
ボ
テ
ン
教
室 

第
２
弾
！

参
加
者
募
集
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広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

おしらせ・イベント
付
け
し
ま
す
。
参
加
費
を
添
え

て
４
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

お
釣
り
が
い
ら
な
い
よ
う
に
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※

代
理
人
が
申
し
込
む
場
合
は
１

人
に
対
し
１
人
分
申
込
み
で
き

ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

　

初
歩
か
ら
ハ
ン
グ
ル
語
を
学
び
、

文
字
や
日
常
会
話
が
で
き
る
語
学

力
を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時  

５
月
17
日
（
木
）
〜
平

成
31
年
２
月
の
第
１
・
第
３
木

曜
日

　

18
時
30
分
〜
20
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
30
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

李 

華
鮮
（
リ
ー
フ
ァ

ソ
ン
）
先
生

■
参
加
費　

年
会
費
１
０
０
０
円

※

通
信
費
・
事
務
費
・
利
用
団
体

会
費
３
０
０
円
を
含
む
。

※

年
会
費
と
は
別
に
テ
キ
ス
ト
代

２
１
６
０
円
が
必
要
で
す
。

■
申
込
方
法　

４
月
２
日
（
月
）

９
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
受
け

付
け
し
ま
す
。
参
加
費
を
添
え

て
４
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

お
釣
り
が
い
ら
な
い
よ
う
に
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※

代
理
人
が
申
し
込
む
場
合
は
１

人
に
対
し
１
人
分
申
込
み
で
き

ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

　

理
学
療
法
士
の
指
導
で
筋
力

ア
ッ
プ
、
運
動
機
器
を
使
っ
た
自

主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う

に
指
導
し
ま
す
。

■
開
催
日　

４
月
20
日
（
金
）〜

８
月
３
日
（
金
）
の
金
曜
日

　

13
時
30
分
〜
15
時
（
全
15
回
）

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
五
條
４
丁
目
５-

28
）

■
定
員　

先
着
８
人
（
市
内
に
在

住
す
る
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

人
）

※

治
療
中
で
運
動
を
制
限
さ
れ
て

い
る
人
、
昨
年
度
こ
の
教
室
を

修
了
し
た
人
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
。

※

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
費
用　

無
料

■
申
込
方
法　

４
月
13
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー　
（
内
線
３
０
９
）

　

自
分
の
ペ
ー
ス
で
運
動
機
器
を

使
っ
た
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で

き
る
よ
う
、
運
動
指
導
士
が
指
導

し
ま
す
。

■
開
催
日　

５
月
11
日
（
金
）〜

８
月
17
日
（
金
）
の
金
曜
日　

10
時
〜
11
時
30
分
（
全
15
回
）

■
場
所　

老
人
憩
の
家

■
定
員　

先
着
10
人　
（
市
内
に

在
住
す
る
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
人
）

※
治
療
中
で
運
動
を
制
限
さ
れ
て

い
る
人
、
昨
年
度
こ
の
教
室
を

修
了
し
た
人
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
。

※

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
費
用　

無
料

■
申
込
方
法　

４
月
27
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー　
（
内
線
３
０
９
）

市
民
教
養
セ
ミ
ナ
ー

　

参
加
者
募
集
中

生
き
活
き
教
室

　

参
加
者
募
集
中

ヘ
ル
ス
講
座

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

ア
ー
ト
講
座

　

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

講　座

ハ
ン
グ
ル
入
門
講
座

ハ
ン
グ
ル
入
門
講
座

　

受
講
生
募
集
中

　

受
講
生
募
集
中

ハ
ン
グ
ル
入
門
講
座 

　

受
講
生
募
集
中

中
国
語
入
門
講
座

　

受
講
生
募
集
中

講　座

足
腰
か
ら
元
気
に
！

足
腰
か
ら
元
気
に
！

 
こ
ろ
ば
ぬ
先
の

こ
ろ
ば
ぬ
先
の

　
　
　
　

運
動
教
室

　
　
　
　

運
動
教
室

足
腰
か
ら
元
気
に
！

 
こ
ろ
ば
ぬ
先
の

　
　
　
　

運
動
教
室

講　座

65
歳
か
ら
の
体
づ
く
り

歳
か
ら
の
体
づ
く
り

 

運
動
力

運
動
力

　
　

あ
っ
ぷ
倶
楽
部

　
　

あ
っ
ぷ
倶
楽
部

65
歳
か
ら
の
体
づ
く
り

 

運
動
力

　
　

あ
っ
ぷ
倶
楽
部

講　座

第
１
回
長
屋
門
わ
く
わ
く
講
座

第
１
回
長
屋
門
わ
く
わ
く
講
座

    

サ
ボ
テ
ン
教
室

サ
ボ
テ
ン
教
室 

第
２
弾
！

第
２
弾
！

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

第
１
回
長
屋
門
わ
く
わ
く
講
座

  

サ
ボ
テ
ン
教
室 

第
２
弾
！

参
加
者
募
集

　

年
６
回
開
催
の
講
座
、
第
１
回

目
は
昨
年
好
評
だ
っ
た
サ
ボ
テ
ン

教
室
第
２
弾
！
サ
ボ
テ
ン
の
植
え

込
み
や
接
ぎ
木
、
希
望
者
に
は
各

自
持
込
み
の
サ
ボ
テ
ン
の
植
え
替

え
な
ど
も
。
持
ち
帰
り
の
小
苗
サ

ボ
テ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

４
月
27
日
（
金
）

　

10
時
30
分
〜
12
時

■
講
師　

松
下
光
宏
先
生

　
（
市
内
在
住
・
サ
ボ
テ
ン
歴
60
年
）

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
定
員　

先
着
20
人

■
持
ち
物　

ス
コ
ッ
プ
、
手
袋
、

レ
ジ
袋
２
〜
３
枚
、
ス
プ
ー
ン

（
大
）

■
場
所　

民
俗
資
料
館

※

国
道
24
号
沿
い
に
駐
車
場
あ
り

■
申
込
方
法　

①
氏
名
②
住
所
③

年
齢
④
連
絡
先
を
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
で
伝
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

民
俗
資
料
館

　
（
新
町
３-

３-

１
）（
月
曜
休
館
）

☎
・
FAX　

２
２
・
０
４
５
０

メ
ー
ルinfo@

tenchugum
i.jp
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おしらせ・イベント

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

日
本
年
金
機
構
が
年
金
出
張
相

談
を
、
月
１
回
五
條
市
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。（
要
予
約
）

■
開
催
日　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
（
４
月
は
12
日
、
５
月
は
10
日
）

■
相
談
場
所　

市
民
課
年
金
係

■
相
談
時
間　

10
時
〜
12
時
15
分
、

13
時
〜
16
時
ま
で

■
持
ち
物　

年
金
手
帳
・
年
金
証

書
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
本
人

確
認
で
き
る
物
（
運
転
免
許
証

等
）
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　

早
め
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
必
要
書
類

が
違
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　
「
生
活
自
立
支
援
相
談
窓
口
」
は
、

経
済
的
な
問
題
で
生
活
に
困
っ
て

い
る
人
、
失
業
し
て
い
る
人
、
就

職
で
き
ず
困
っ
て
る
人
、
病
気
で

働
け
な
く
な
っ
た
た
め
将
来
の
生

活
が
不
安
な
人
、
家
計
に
つ
い
て

相
談
し
た
い
人
な
ど
、
生
活
全
般

　

毎
月
11
日
は
「
人
権
を
確
か
め

あ
う
日
」、
特
に
４
月
11
日
は
県

内
各
地
で
人
権
を
確
か
め
あ
う
た

め
の
集
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
11
日
（
水
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

人
権
総
合
セ
ン
タ
ー

■
演
題　

部
落
差
別
解
消
推
進
法

制
定
か
ら
１
年
〜
お
互
い
を
大

切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
〜

■
講
師　

伊
藤 

満
さ
ん

　
（
部
落
解
放
同
盟
奈
良
県
連
合
会
書
記
長
）

■
問
合
先　

人
権
施
策
課

☎
２
５
・
１
１
３
７

　

毎
週
平
日 

８
時
30
分
〜
16
時

に
相
談
内
容
に
合
わ
せ
、
ス
タ
ッ

フ
が
事
前
に
準
備
し
て
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。（
要
予
約
）

■
場
所　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
（
大
和
高
田
市
幸
町
５-

11 

）

※

予
約
は「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

　

ま
た
は
次
の
問
合
先
ま
で
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

奈
良
県
警
察
で
は
、
次
の
と
お

り
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

第
１
次
試
験
実
施
日

▼
体
力
試
験
（
実
技
判
定
）
４
月

28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）
の

う
ち
指
定
す
る
１
日

▼
教
養
・
論
文
試
験　

５
月
13
日

（
日
）

■
採
用
予
定
人
員　

警
察
官
（
大

卒
区
分
）　

男
性
34
人
程
度
、

女
性
４
人
程
度

■
受
験
資
格　

昭
和
63
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
。）を
卒
業
し
た
人
、

ま
た
は
平
成
31
年
３
月
末
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人

※

そ
の
他
の
採
用
試
験
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

４
月
20
日
（
金
）

ま
で
に
①
郵
送
（
簡
易
書
留
）

②
直
接
提
出
、
ま
た
は
４
月
16

日（
月
）ま
で
に
③
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

■
申
込
・
問
合
先　

奈
良
県
警
察

本
部
警
務
課
採
用
係

〒
６
３
０-

８
５
７
８

　

奈
良
市
登
大
路
町
80 
番
地

☎
０
１
２
０
・
３
５
１
・
２
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

w
w
w
.police.pref.nara.jp/

　

簡
単
な
学
習
で
認
知
症
対
策
、

楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
運

動
で
脳
を
活
性
化
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
程　

５
月
29
日
（
火
）
〜
11

月
27
日
（
火
）
の
火
曜
日
（
全

26
回
）
10
時
〜

■
場
所　

老
人
憩
の
家

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
65

歳
以
上
の
人

■
定
員　

先
着
20
人

■
費
用　

月
１
５
０
０
円

※

教
材
費
と
し
て
、
６
月
分
か
ら

■
申
込
方
法　

４
月
27
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※

送
迎
が
必
要
な
人
は
申
し
込
み

時
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※

学
習
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
事
前

に
講
座
受
講
（
２
回
）
が
必
要

で
す
の
で
、
４
月
27
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
内
線
３
０
９
）

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

市
の
動
き
（
２
月
28
日
現
在
）

※

（
　

）
の
中
の
数
字
は
前

月
比
・
▲
は
減
少

相　談

年
金
出
張
相
談

年
金
出
張
相
談

年
金
出
張
相
談

相　談

年
金
事
務
所
の

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

　

予
約
相
談

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

試　験

平
成
30
年
度
年
度

警
察
官
（
第
１
回
）
　

警
察
官
（
第
１
回
）
　

採
用
試
験

採
用
試
験

平
成
30
年
度

警
察
官
（
第
１
回
）
　

採
用
試
験

講　座

認
知
症
予
防
に
！

認
知
症
予
防
に
！

「
頭
の
体
操
教
室
」

「
頭
の
体
操
教
室
」参
加
者
・

参
加
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

認
知
症
予
防
に
！

「
頭
の
体
操
教
室
」参
加
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

市
街
地
一
斉
泥
上
げ

イベント

第
30
回
４
回
４
．
1111

「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」

「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」

 　　

県
内
一
斉
集
会

　
　

県
内
一
斉
集
会

第
30
回
４
．
11

「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」

 　　

県
内
一
斉
集
会

相　談

生
活
自
立
支
援
相
談
窓
口

生
活
自
立
支
援
相
談
窓
口

　

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

生
活
自
立
支
援
相
談
窓
口

　

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

中
小
企
業
の
事
業
主
に

中
退
共
制
度

老
人
憩
の
家 

開
放
日

26おしらせ・イベント



おしらせ・イベント
※

開
館
時
間　

９
時
〜
17
時
（
カ

ラ
オ
ケ
は
10
時
〜
15
時
）

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１
（
水
曜
休
館
）

　

快
適
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

市
街
地
の
下
水
路
泥
上
げ
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
日
時　

５
月
20
日
（
日
）

　

８
時
か
ら
配
車
し
ま
す
。

※

小
雨
決
行
（
予
備
日
な
し
）

※

泥
等
の
積
み
込
み
作
業
は
各
自

治
会
の
皆
さ
ん
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※

家
庭
内
ゴ
ミ
な
ど
は
出
さ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

下
水
道
課

　
（
内
線
３
９
５
）

　

老
人
憩
の
家
は
開
放
日
に
送
迎

バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
１
人

で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽

に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

▼
五
條
方
面　

４
月
７
日
、
４
月

21
日
、
５
月
12
日

▼
西
吉
野
方
面　

４
月 

14
日
、

５
月 

５
日
、
５
月
26
日

※
す
べ
て
土
曜
日

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
60

歳
以
上
の
人

※

送
迎
バ
ス
が
必
要
な
人
は
、
利

用
日
の
２
日
前
ま
で
に
①
名
前

②
電
話
番
号
③
乗
車
場
所
（
最

寄
の
バ
ス
停
）
を
伝
え
、
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
自
家
用
車
で

来
館
も
可
能
で
す
。

※

無
料
で
カ
ラ
オ
ケ
、
ヘ
ル
ス
ト

ロ
ン
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
な
ど
が

利
用
で
き
ま
す
。

に
わ
た
る
相
談
窓
口
で
す
。

■
対
象
者　

生
活
保
護
を
受
け
て

い
な
い
人
で
、
生
活
に
困
っ
て

い
て
、
最
低
限
度
の
生
活
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

お
そ
れ
の
あ
る
人

※

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先　

社
会
福
祉
課　

生
活

自
立
支
援
相
談
窓
口

☎
２
２
・
５
１
３
７

　

４
月
の
く
み
取
り
は
、
次
の
日

程
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
業

者
ま
で
直
接
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
12 
日
（
木
）

　
・
26
日
（
木
）

※

当
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

■問合先
人権施策課　☎２５・１１３７

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

　

中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
の

事
業
主
が
、
従
業
員
の
退
職
金
を

計
画
的
に
準
備
で
き
る
国
の
退
職

金
制
度
で
す
。

※

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://chutaikyo.taisyokuki
n.go.jp/

■
問
合
先　

中
小
企
業
退
職
金
共

済
事
業
本
部

☎
０
３
・
６
９
０
７
・
１
２
３
４

おしらせ

〈
大
塔
地
区
〉

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

（
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
五
條
支
部

支
部
長　

丸
山
泰
登
美

▼
生
蓮
寺
世
話
人
会
和
讃
講

市民の善意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

市の動き

市
の
動
き

市
の
動
き
（
２
月
2828
日
現
在
）

日
現
在
）

※

（
　

）
の
中
の
数
字
は
前

（
　

）
の
中
の
数
字
は
前

月
比
・
▲
は
減
少

月
比
・
▲
は
減
少

市
の
動
き
（
２
月
28
日
現
在
）

※

（
　

）
の
中
の
数
字
は
前

月
比
・
▲
は
減
少

人
口
３
１
，
２
０
９
人
（
▲
５
２
）

男
　

１
４
，
８
５
９
人
（
▲
３
１
）

女
　

１
６
，
３
５
０
人
（
▲
２
１
）

世
帯
数
１
３
，
６
２
２  （
▲
１
０
）

出
生
　

５
件
　

死
亡
３
７
件

転
入
３
５
件
　

転
出
５
９
件

年
金
出
張
相
談

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

平
成
30
年
度

警
察
官
（
第
１
回
）
　

採
用
試
験

認
知
症
予
防
に
！

「
頭
の
体
操
教
室
」参
加
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

おしらせ

市
街
地
一
斉
泥
上
げ

市
街
地
一
斉
泥
上
げ

市
街
地
一
斉
泥
上
げ

第
30
回
４
．
11

「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」

 　　

県
内
一
斉
集
会

生
活
自
立
支
援
相
談
窓
口

　

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

おしらせ

中
小
企
業
の
事
業
主
に

中
小
企
業
の
事
業
主
に

中
退
共
制
度

中
退
共
制
度

中
小
企
業
の
事
業
主
に

中
退
共
制
度

おしらせ

老
人
憩
の
家

老
人
憩
の
家 

開
放
日

開
放
日

老
人
憩
の
家 

開
放
日
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「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。
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五
條
の

笠
の
辻
地
蔵
の
絵
巻
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
そ
の
2
～

第116回

五
條
の

をを

歴
史を

歴
史

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

條市  編
1 号 ☎07

８月結果発表！

を今にを今に伝える資伝える資料とその料とそのゆかりのゆかりの地を紹介地を紹介します。します

８月結果発表！

史を探史を探る」ではる」では 五條の、五條の歴史 文歴史・文化化

８
４月の目標 
  385.8㌧!200

トン減

めざせ年間

編集 市

「五條の「五條の歴歴歴史歴史

の月のののの４４４４４４４月

200
トン減

めざせ年間

747・22・4001

の目標 
8㌧!

市⻑公室企画政策課公室公室企画政企画政策課

ののの月のののの
5.3855.3855385

４４４４４４月
  30

減

年間

政政策課策課

各家庭でしっかり分別し、ごみの減量化を目指しましょう！

20
トン減

めめめめざせ年

各

燃えるごみ

減量チャレンジ！

も
う
少
し

も
う
少
し

　

頑
張
ろ
う

　

頑
張
ろ
う

・ごみ量 397.0㌧
・目標値 377.4㌧

１月結果発表！

19.6㌧

超過！

４月の目標 
  385.8㌧!200

トン減

めざせ年間

各家庭でしっかり分別し、ごみの減量化を目指しましょう！

市
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
防
災
行
政
無
線

※

放
送
内
容
が
よ
く
聞
こ
え
な
か
っ
た
ら
、
同
じ
内
容
を

放
送
内
容
が
よ
く
聞
こ
え
な
か
っ
た
ら
、
同
じ
内
容
を

　

防
災
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

防
災
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
☎

２
２
・
２
２
３
３

２
２
・
２
２
３
３ 

で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
う
少
し

　

頑
張
ろ
う

（写真１）

（写真２）

ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
康
成
は
恨
み
ま
し

た
。
天
慶
５
（
９
４
２
）
年
９
月
22
日
、
康
成

は
夜
討
し
て
継
父
を
殺
害
し
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
誤
っ
て
母
親
を
殺
害
し
て
し
ま
い
ま
し
た

（
写
真
２
）。
康
成
は
日
ご
ろ
か
ら
狩
り
な
ど
を

し
て
動
物
の
生
命
を
奪
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の

因
縁
に
よ
り
母
親
を
殺
害
し
て
し
ま
っ
た
と
考

え
、
そ
の
懺
悔
の
た
め
に
矢
田
寺
の
地
蔵
菩
薩

に
月
詣
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
６
、
７
年
後
に

康
成
は
亡
く
な
り
、
生
前
の
悪
行
の
た
め
無
間

地
獄
へ
堕
ち
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

矢
田
寺
の
地
蔵
菩
薩
が
地
獄
に
い
る
康
成
の
も

と
に
あ
ら
わ
れ
、
月
詣
の
志
を
受
け
３
日
後
に

康
成
を
よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
た
。

　

武
者
所
康
成
蘇
生
譚
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代

に
作
成
さ
れ
た
地
誌
な
ど
に
も
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
記
さ
れ
て
い
る
文
献
に
よ
っ

て
「
継
父
が
い
な
い
」「
息
子
の
殺
生
を
戒
め

る
た
め
に
猪
の
皮
を
被
っ
た
母
を
殺
し
て
し
ま

う
」
な
ど
、
微
妙
に
内
容
が
異
な
っ
て
お
り
、

様
々
な
言
い
伝
え
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。（
つ
づ
く
）

文
化
財
課　

学
芸
員　

山
崎
竜
洋

　

▼
参
考
文
献
：
渡
浩
一
「〈
笠
の
辻
の
地
蔵
〉
の

縁
起
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
」（『
絵
解
き
と
伝
承

そ
し
て
文
学
』
方
丈
堂
出
版　

２
０
１
６
年
）

　

渡
浩
一
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
絵
巻
物
に
描

か
れ
て
い
る
絵
の
内
容
か
ら『
矢
田
地
蔵
縁
起
』

を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
絵
に
添
え
ら
れ
る
は
ず
の
詞
書
（
絵
巻

物
な
ど
の
画
中
に
記
さ
れ
る
場
面
の
説
明
文
）

の
多
く
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
文
字
で

記
さ
れ
て
い
な
い
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
な
ど

の
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
武
者
所
康
成
蘇
生
譚
に
つ
い
て
、

絵
巻
物
に
記
さ
れ
て
い
る
あ
ら
す
じ
を
み
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　

大
和
国
宇
智
郡
桜
井
郷
に
武
者
所
康
成
と
い

う
人
が
い
ま
し
た
。
幼
少
の
時
に
父
を
亡
く
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
継
父
が
で
き
た
の
で
、
母

と
と
も
に
継
父
の
も
と
に
お
も
む
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
武
者
所
の
下
司
職
を
継
父
に
奪
い
取

　

前
回
は
絵
巻
物
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
伝

わ
っ
て
き
た
か
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
今

回
は
絵
巻
物
の
内
容
に
つ
い
て
、
笠
の
辻
地
蔵

に
関
係
す
る
箇
所
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
絵
巻
物
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
み
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
絵
巻
物
そ
の
も
の
は

長
さ
が
約
21
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
と
て
も
長
い
も

の
で
、そ
の
内
容
は
①
松
尾
寺
（
大
和
郡
山
市
）

に
関
連
す
る
満
米
上
人
巡
獄
譚
（
写
真
１
）、②

笠
の
辻
地
蔵
の
縁
起
で
あ
る
武
者
所
康
成
蘇
生

譚
③
笠
の
辻
に
あ
る
地
蔵
堂
の
由
来
と
い
う
３

つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
絵
巻
物
の
内

容
の
大
半
は
①
と
②
が
占
め
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
あ
ら
す
じ
が
記
さ
れ
た
後
に
、
話
の
場
面
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

げ　

し

げ　

し

じ
ゅ
ん
ご
く
た
ん

じ
ゅ
ん
ご
く
た
ん

む
し
ゃ
ど
こ
ろ

む
し
ゃ
ど
こ
ろ
や
す
な
り　

そ
せ
い

や
す
な
り　

そ
せ
い

ざ
ん 

げ

む
げ
ん

む
げ
ん

お

て
ん
ぎ
ょ
う

て
ん
ぎ
ょ
う

よ 

う 

ち

い
ま
し

い
ま
し

こ
と
ば
が
き

こ
と
ば
が
き

た
ん
た
ん

げ　

し

じ
ゅ
ん
ご
く
た
ん

む
し
ゃ
ど
こ
ろ
や
す
な
り　

そ
せ
い

ざ
ん 

げ

む
げ
ん

お

て
ん
ぎ
ょ
う

よ 

う 

ち

い
ま
し

こ
と
ば
が
き

た
ん

みんなとつながる
こうほうごじょう

るる
うう 広報五條広報五條広報五條

五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課（内線366）

五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課(内線366)

悪質商法や多重債務など

消費生活・多重債務相談
時間　10時～15時

場所　第２分庁舎３階

４ 月 市 民 ご よ み

毎 週
月・木

人権を確かめあう日4/11
（水）

4/14
（土）

4/26
（木）

15（月）心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

4/16
（月）

健康管理、肥満や禁煙など

保健師による健康相談
場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

4/18
（水）

年金事務所の

出張年金相談（要予約）
時間　10時～12時15分

　　　13時～16時

場所　市民課年金係

予約　大和高田年金事務所

☎０７４５・２２・３５３１

4/12
（木）

※早めに予約してください。（人数制限あり）

15（月）もの忘れ相談
場所　カルム五條

予約　地域包括支援センター

☎２５・２６４０

4/4
（水）

24

25

26

27

28

2

3

火

水

木

金

っ
て
」（『
絵
解
き
と
伝
承

丈
堂
出
版

２
０
１
６
年
）

消費生活・多重債務相談
時間 10時～15時

場所場所 第２第２分庁分庁舎３舎３階階

月・木

０

６
年
）

　納税には口座振替のほか、コンビニ、
スマートフォンでも納付できます。
■問合先　税務課 （内線260）

４月は
軽自動車税の納期です
納期限は５月１日（火）まで

15（月）春の交通安全運動
「守ろう！交通ルール。

　広げよう、思いやりの輪。」

をテーマに4/15（日）まで

実施されます。

4/6
（金）

五條市文化博物館五條市文化博物館
リニューアルオープンリニューアルオープン
時間　11時～

※企画展「私たちのふるさと五條」

　を6月17日まで開催しています。

問合　文化財課 ☎24・2011

4/284/28
（土）（土）

広報五條平成 30 年４⽉号 第 834 号  発⾏ 五
〒637-8501 奈良県五條市本町 1 丁⽬ 1 番

量
燃え
減量

28

29

30

土

日

月

納税 口座振替 、 、
スマートフォンでも納付できます。
■問合先　税務課 （内線260）

広報五條平成 30 年４⽉号 第 834 号

臨時職員
登録受付中

■問合先　児童福祉課（内線 349）

市内保育所
学童保育所
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